
2023.

No.678

山梨県人会連合会

尾白川渓谷
写真提供：株式会社サンニチ印刷
尾白川渓谷
写真提供：株式会社サンニチ印刷

盛夏号

山梨県人会連合会 第74回総会・懇親会
ドクター望月の山梨トリビア
Linkage Interview　中込 勝子 氏
スタートアップする若者たち
トピックスやまなし＜山梨県のページ＞
「富士の国」の話題から
Party & Information
連合会の動き
連合会だより

令和5年7月1日発行　年4回発行



3

CONTENTS

山梨県人会連合会 第74回総会・懇親会

ドクター望月の山梨トリビア④

クィーンビーズを応援しよう

Linkage Interview　中込 勝子 氏

スタートアップする若者たち 〜山梨から未来を創る〜③

がんばれ！ヴァンフォーレ甲府！

クリーンファイターズ山梨を応援しよう！

トピックスやまなし＜山梨県のページ＞

「富士の国」の話題から

Party & Information
甲斐市山梨県人会理事会・懇親会 / 首都圏富士川会総会・懇親会 
ほうとう会総会 / 足立区県人会総会・懇親会

連合会の動き

連合会だより

04

10

11　

12

16

18

19

20

24

26

 

30

34



山梨県人会連合会第74回総会・懇親会開催

45

大
月
市
会
、吉
田
高
校
首
都
圏
同
窓
会
の
4
つ

の
団
体
に
新
た
に
ご
加
盟
を
頂
い
た
。こ
う
い

う
時
だ
か
ら
こ
そ
前
向
き
に
事
を
進
め
る
甲
州

人
の
特
性
の
表
れ
、す
ご
さ
だ
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
甲
州
が
2
度
に

わ
た
り
天
下
を
取
っ
た
。一つ
は
サ
ッ
カ
ー
天
皇

杯
に
お
け
る
V

F
甲
府
の
J

1
、5
チ
ー
ム
を

撃
破
し
て
の
優
勝
で
あ
り
、も
う
一つ
が
春
の
選

抜
甲
子
園
に
お
け
る
山
梨
学
院
高
校
の
全
国

制
覇
で
あ
っ
た
。い
ず
れ
も
甲
州
人
ら
し
い
下

剋
上
の
精
神
を
今
に
体
現
し
た
見
事
な
天
下

取
り
で
あ
っ
た
。山
梨
は
長
崎
知
事
の
下
で
全

国
に
先
駆
け
た
コ
ロ
ナ
対
策
を
始
め
、日
本
一

の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
に
加
え
て
グ
リ
ー
ン

水
素
の
供
給
事
業
を
開
始
、交
通
網
の
整
備
や

防
災
対
策
に
よ
る
山
梨
そ
の
も
の
の
強
靭
化
や

人
づ
く
り
な
ど
先
見
性
の
あ
る
施
策
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
。こ
う
し
た
郷
土
の
発
展
に
つ
な
が

る
動
き
を
県
人
会
と
し
て
、さ
ら
に
支
援
し
て

い
き
た
い
」と
の
あ
い
さ
つ
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
次
に
会
則
に
よ
り
、清
水
会
長
が
議
長
を
務

め
て
議
事
に
入
り
、第
1
号
議
案「
令
和
4
年

度
会
務
報
告
」と
第
2
号
議
案「
令
和
5
年
度

基
本
方
針
・
事
業
計
画（
案
）」（
8
、9
頁
に
掲

載
）が
一
括
上
程
さ
れ
、満
場
の
拍
手
で
承
認
さ

れ
、議
事
は
終
了
し
た
。

　
続
い
て
来
賓
祝
辞
に
移
り
、最
初
に
長
崎
幸

太
郎
山
梨
県
知
事
か
ら「
日
頃
の
県
人
会
連

合
会
の
皆
様
か
ら
の
県
政
支
援
に
感
謝
し
、現

在
の
県
政
運
営
の
二
つ
の
柱
、『
ふ
る
さ
と
強
靭

化
』と『
開
の
国
づ
く
り
』の
方
向
性
に
つ
い
て
報

告
す
る
」と
し
て
、『
ふ
る
さ
と
強
靭
化
』に
つ
い

て
は
、台
風
や
富
士
山
噴
火
な
ど
の
自
然
災
害

に
対
す
る
強
靭
化
、コ
ロ
ナ
な
ど
の
感
染
症
や

格
差
社
会
の
解
消
に
対
し
て
も
強
靭
化
を
目

指
す
こ
と
、『
開
の
国
づ
く
り
』で
は
中
部
横
断

道
の
北
部
区
間
・
リ
ニ
ア
開
業
を
見
据
え
た
広

域
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
ハ
ー
ド
面
の
整

備
と
あ
わ
せ
て
、ソ
フ
ト
面
の
整
備
と
し
て
25

人
学
級
や
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
進
学
支
援
な

ど
、国
内
有
数
の
教
育
環
境
の
実
現
を
目
指
す

こ
と
が
報
告
さ
れ
、「
引
き
続
き
県
人
会
連
合

会
の
皆
様
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
ご
支
援
を
お
願
い

す
る
」と
の
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
続
い
て
、国
会
議
員
を
代
表
し
て
小
沢
雅
仁

参
議
院
議
員
か
ら「
私
は
郵
便
局
職
員
の
出
身

だ
が
日
本
の
郵
便
制
度
を
作
っ
た
初
代
の
郵

政
大
臣
に
当
た
る
杉
浦
譲
さ
ん
は
甲
府
市
出

身
で
遊
亀
公
園
に
た
た
え
る
碑
が
あ
る
。ぜ
ひ

県
人
の
皆
さ
ん
に
も
訪
れ
て
頂
き
こ
の
こ
と
を

知
っ
て
頂
き
た
い
」と
の
話
を
披
露
し
、祝
辞
を

述
べ
た
。

　
次
に
、水
岸
富
美
男
山
梨
県
議
会
議
長
が
総

会
終
了
へ
の
祝
辞
と「
県
人
会
連
合
会
の
皆
様

に
は
日
頃
か
ら
地
区
県
人
会
等
の
活
動
を
通

じ
て
郷
土
山
梨
へ
の
力
強
い
ご
支
援
を
賜
り
厚

く
感
謝
を
申
し
上
げ
る
」と
の
お
礼
を
述
べ
ら

　
季
節
外
れ
の
台
風
2
号
が
通
り
過
ぎ
て
台

風
一
過
の
晴
天
と
な
っ
た
令
和
5
年
6
月
4

日
、

山
梨
県
人
会
連
合
会
の
第
74
回
総
会
が

新
宿
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
の
コ
ン
コ
ー
ド
・

ボ
ー
ル
ル
ー
ム
に
3
0
0
人
を
超
え
る
会
員
、

役
員
、来
賓
に
ご
参
集
い
た
だ
き
開
催
さ
れ

た
。

　
5
月
8
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
取
り
扱
い
が
2
類
相
当
か
ら
5
類
に
移
行
後

の
初
め
て
の
大
行
事
と
な
る
定
例
総
会
は
4
年

ぶ
り
に
壇
上
に
立
つ
役
員
や
ご
来
賓
も
全
員
マ

ス
ク
を
外
し
て
の
登
壇
と
な
る
文
字
通
り
の
通

常
総
会
と
な
っ
た
。

　
元
文
化
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
小
俣
雅
子
さ

ん
の
司
会
で
始
ま
り
、中
込
勝
子
会
長
代
行
に

よ
る
開
会
の
言
葉「
第
74
回
総
会
が
こ
の
よ
う

に
通
常
の
形
態
で
開
催
で
き
る
こ
と
が
何
よ
り

喜
ば
し
い
。第
70
回
総
会
で
提
唱
さ
れ
た
次
世

代
に
つ
な
ぐ
と

い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
実
現
が
新
型

コ
ロ
ナ
に
よ
り

阻
ま
れ
て
き
た

が
清
水
会
長
の

下
で
コ
ロ
ナ
の
鎮
静
化
と
と
も
に
開
花
し
つ
つ

あ
る
。親
睦
と
交
流
、研
鑽
を
積
み
な
が
ら
郷

土
山
梨
の
発
展
を
目
指
す
と
い
う
理
念
の
も
と

で
本
日
も
絆
を
深
め
、有
意
義
な
時
間
を
過
ご

し
て
い
た
だ
き
た
い
」と
開
会
が
宣
言
さ
れ
た
。

　
続
い
て
、こ
の
1
年
間
に
物
故
さ
れ
た
関
係

者
に
対
し
全
員
に
よ
る
黙
と
う
が
捧
げ
ら
れ

た
あ
と
、清
水
喜
彦
会
長
か
ら「
不
安
定
、不
確

実
、不
透
明
な
時
代
に
こ
そ
甲
州
人
の
特
性
が

発
揮
さ
れ
る
。3
年
続
い
た
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る

が
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
帝
京
第
三
高
校

東
京
支
部
、都
留
高
校
東
都
折
鶴
会
、首
都
圏

山
梨
県
人
会
連
合
会 

第
74
回
総
会・懇
親
会
開
催

昨
年
に
続
き
通
常
総
会
を
６
月
に
開
催
。コ
ロ
ナ
禍
開
始
後
４
年
ぶ
り
に
マ

ス
ク
を
外
し
て
３
０
０
人
が
参
集
し
た
。令
和
５
年
度
基
本
方
針
・
事
業
計

画
を
議
決
し
、第
２
部
懇
親
会
で
は
女
優
奥
山
眞
佐
子
さ
ん
が
ひ
と
り
語
り

「
私
の
愛
す
る
樋
口
一
葉
」を
熱
演

司会　小俣雅子氏

清水喜彦会長清水喜彦会長

中込勝子会長代行
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れ
た
。

　
祝
辞
の
最
後
に
、27
市
町
村
を
代
表
し
て
山

梨
県
市
長
会
副
会
長
の
山
下
政
樹
笛
吹
市
長

が「
3
年
間
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
基
礎
自
治
体

は
疲
弊
し
た
が
、今
27
市
町
村
が
共
通
し
て
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
ふ
る
さ
と
納
税
の

推
進
で
あ
る
。県
人
会
連
合
会
の
皆
様
に
は
企

業
版
と
個
人
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ
て
郷
土

山
梨
の
地
域
経
済
の
再
生
に
向
け
て
ご
支
援
を

お
願
い
し
た
い
」と
の
要
請
が
述
べ
ら
れ
、来
賓

代
表
の
祝
辞
を
修
了
。他
の
ご
来
賓
に
つ
い
て

は「
ご
来
賓
芳
名
簿
」に
よ
る
紹
介
が
行
わ
れ

た
。多
数
の
祝
電
が
披
露
さ
れ
た
後
、総
務
委

員
長
の
中
村
芳
文
副
会
長
か
ら「
山
梨
か
ら
ご

参
加
い
た
だ
い
た
多
数
の
ご
来
賓
の
皆
様
に
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。今
後
も
清
水
会
長
の

下
、ふ
る
さ
と
山
梨
の
発
展
に
向
け
て
全
力
を

つ
く
し
た
い
」と
の
閉
会
の
挨
拶
が
あ
り
総
会

は
閉
会
と
な
っ
た
。

　
5
分
間
の
休
憩
後
、第
2

部
の
懇
親
会
が
甲
府
市
出
身

の
女
優
奥
山
眞
佐
子
さ
ん
の

ひ
と
り
語
り「
私
の
愛
す
る

樋
口
一
葉
」〜
琴
の
演
奏
と

と
も
に
〜
で
開
始
さ
れ
た
。

　
奥
山
眞
佐
子
さ
ん
は
、両

親
と
も
に
山
梨
出
身
の
女
流
作
家
樋
口
一
葉
の

小
説「
た
け
く
ら
べ
」が
教
科
書
か
ら
姿
を
消
す

こ
と
を
知
り
、以
来
26
年
に
わ
た
っ
て
樋
口
一
葉

の
世
界
を
再
現
す
る
た
め
の
ひ
と
り
芝
居
を
考

案
。三
越
劇
場
な
ど
で
公
演
活
動
を
続
け
て
い

る
女
優
で
、N
H
K
朝
ド
ラ
の「
花
子
と
ア
ン
」

の
甲
州
弁
指
導
な
ど
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
日
の
た
め
に
書
き
下
ろ
さ
れ
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
脚
本
と
琴
の
楽
曲
と
と
も
に「
ひ
と
り

語
り
」が
開
始
さ
れ
る
と
会
場
は
水
を
打
っ
た

よ
う
に
静
ま
り
、固
唾
を
呑
ん
で
作
家
樋
口
一

葉
の
非
凡
な
才
能
と
短
い
生
涯
の
物
語
、朗
誦

さ
れ
る
日
記
や
和
歌
の
調
べ
に
引
き
込
ま
れ
て

い
っ
た
。

　
30
分
に
わ
た
る
奥
山
眞
佐
子
さ
ん
の
熱
演

が
終
わ
る
と
乾
杯
に
移
り
、中
村
忠
正
会
長
代

行
の「
よ
う
や
く
コ
ロ
ナ
も
静
ま
り
、普
通
に
久

し
ぶ
り
の
再
会
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
状
況

に
な
り
ま
し
た
。本
日
は
ふ
る
さ
と
山
梨
に
思

い
を
馳
せ
、大
い
に
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
」と
の

言
葉
と
と
も
に
高
ら
か
に
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
が
掲

げ
ら
れ
た
。

　
乾
杯
用
の
白
ワ
イ
ン
は
山
梨
県
か
ら「
ワ
イ

ン
県
や
ま
な
し
」が
誇
る
甲
州
種
の
白
ワ
イ
ン

が
提
供
さ
れ
た
ほ
か
、マ
ス
カ
ッ
ト
ベ
ー
リ
ー
A

の
赤
ワ
イ
ン
、県
産
日
本
酒
各
種
も
同
じ
く
山

梨
県
か
ら
、ま
た
ビ
ー
ル
は
サ
ン
ト
リ
ー
株
式

会
社
か
ら
ザ
・
プ
レ
ミ
ア
ム
モ
ル
ツ
多
数
の
ご

協
賛
を
頂
い
た
。

　
そ
の
後
は
、各
テ
ー

ブ
ル
で
の
懇
談
を
中
心

と
す
る
と
の
清
水
会
長

の
言
葉
通
り
、約
70
分

間
に
わ
た
り
和
や
か
な
懇
談
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、事
業
委
員
長
を
務
め
る
飯
島
登
美
夫
副

会
長
の
閉
会
の
言
葉
と
6
月
22
日
開
催
予
定
の

「
ク
ー
ル
Ⓣ
や
ま
な
し
」事
業
第
1
弾「
甲
州

人
　
先
人
た
ち
の
偉
業
を
訪
ね
て
　
根
津
嘉

一
郎
翁
の
巻
」の
参
加
募
集
の
P

R
が
行
わ
れ
、

「
山
梨
県
万
歳
」の
三
唱
で
閉
会
と
な
っ
た
。

　
な
お
、参
加
者
全
員
に
山
梨
県
か
ら
記
念
品

の
お
菓
子「
桔
梗
信
玄
餅
最
中
」、株
式
会
社
は

く
ば
く
か
ら「
水
出
し
で
お
い
し
い
麦
茶
」、サ

ン
ト
リ
ー
株
式
会
社
か
ら「
天
然
水
」「
伊
右
衛

門
」が
贈
ら
れ
た
。

略　歴　奥山眞佐子
山梨県甲府市出身
昭和49年　山梨県立甲府第二高等学校卒業
昭和51年　立正大学女子短期大学部文芸科（現・文教大学）卒業
　　同年、俳優座主催者・千田是也ブレヒト研究会入会
昭和55年　新演劇人クラブ・マールイ演劇教室卒業公演で主役
　　　　　（プロ活動開始）
昭和63年~平成8年

「おとなってなに?」をテーマに「ひとり芝居」で連続公演
平成10年　樋口一葉の小説「たけくらべ」が教科書から姿を消す

ことを知り、原作を生かしながら現代人に一葉小説の世界
を味わっていただくため、生演奏との共演による「樋口一葉
の世界 奥山眞佐子ひとり芝居」というスタイルを考案して上
演活動を開始

令和4年 　「市川房枝生誕130年を前に 権利の上に眠るな~普
選、婦選、そして18歳~」明治11年から始まる女性参政権獲
得までの歴史本を著作出版

※山梨ことば指導
　NHK朝の連続小説「花子とアン」/「とと姉ちゃん」
　月曜ドラマ「夢みる葡萄」（林真理子さんの母親の物語）

長崎幸太郎山梨県知事

水岸富美男県議会議長

小沢雅仁参議院議員

山下政樹市長会副会長

中村芳文副会長

中村忠正会長代行

飯島登美夫副会長

奥山眞佐子氏
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第1号議案
令和4（2022）年度会務報告（令和4年4月1日～令和5年3月31日）

月　日 行事・事業 実績・場所

  4月　 女性の会総会 ≪　　中　止　　≫

  4月　 第10回　水源林植樹 ≪　　中　止　　≫

  4月　　 青年部（ほうとう会）総会 ≪　　中　止　　≫

  5月23日 第1回　理事会 アルカディア市ヶ谷

  6月  5日 第73回　総会 京王プラザホテル

10月21日 第2回　理事会 上野精養軒

11月  2日 知事とふるさとを語る会 京王プラザホテル

11月16日 山梨県町村会との懇談会 ホテルKKR東京

12月12日 第3回　理事会 上野精養軒

12月12日 単位団体代表者会議 ≪　　延　期　　≫

  1月27日 新春賀詞交歓会 ホテル雅叙園東京

  3月  8日 第1回　クールⓨやまなしツアー 「米倉山　山梨県産
グリーン水素見学ツアー」

委員会開催状況
委員会名（委員長）  開催日（月/日）

総務委員会（中村　芳文） 5/17、7/29、10/18、11/25、2/14、3/24

組織委員会（清水　喜彦）

事業委員会（飯島　登美夫） 6/20、9/16、11/14、1/12、2/20

広報委員会（山下　昌彦） 5/16、8/2、11/8、2/7

文化・スポーツ委員会（佐野　公哉） 11/14、1/30

ふるさと納税推進委員会（古谷　誠） 7/26

第2号議案
令和5年度　基本方針・事業計画（案）

１　会員相互の親睦・交流・ 研鑽 を図り 、郷土山梨の成長・発展・進化に寄与する
　　県人会活動の更なる発展を目指す

２　「ふるさとリンケージ２００」の理念の下に、山梨県及び２７市町村と連携して次の
　　各事業を推進する
　　　　　・県、市長会、町村会と締結した定住人口確保に関する協定に基づく事業
　　　　　・県、市町村が行う新型コロナウイルス感染症対策に関する事業
　　　　　・県、市町村へのふるさと納税推進事業
　　　　　・故郷の歴史と文化を再認識する「クールやまなし」事業
　　　　　・直接対話を行う「県市長会・町村会との意見交換会」事業

３　連合会活動の一層の強化のため、上野原市、富士吉田市、北杜市などの
　　連携型県人会設立準備の動きを全面的に支援し、更に郷友会未設置市町村への
　　働きかけを推進する

４　県人会の足腰の強化と若い活力の導入を推進するため、女性の会・青年部への支援
　　を強化する

５　アフターコロナの県人会活動の強化に向けて、単位団体への支援を強化すると共に
　　新規加盟団体の加入を促進する

事　　業　　計　　画
月　日 事  業  ・  行  事  内  容

  5月17日 青年部総会（ほうとう会）

  5月30日 第1回　理事会（上野精養軒）

  6月  4日 第74回　総会（京王プラザホテル）

  6月22日 クールⓉやまなし（第1弾　東京都内）

  8月26日 第30回　女性の会総会（アルカディア市ヶ谷）

秋　　季 クールⓨやまなし（第2弾　方面未定）

10月31日 第2回　理事会（上野精養軒）

11月  6日 知事と語る会（京王プラザホテル）

11月14日 山梨県市長会との懇談会(ホテルKKR東京）

12月20日 第3回　理事会（上野精養軒）

12月20日 単位団体代表者会議（上野精養軒）

  1月31日 新春賀詞交歓会（ホテル雅叙園東京）
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山梨は時々天下を取る
山梨は団体スポーツで時々天下をとります。少し、振り返ってみましょう
　1．国体高校サッカー優勝2回（1952年、1968年：韮崎高校）、2．インターハイサッカー優勝（1975年韮崎高
校、2018年山梨学院高校）、3．全国高校サッカー選手権優勝（2009年、2020年山梨学院高校）、4.箱根駅伝優勝

（1992年、1994年、1995年山梨学院大学）、5.春高バレー優勝（2022年日本航空高校）、6.天皇杯サッカー優勝
（2022年ヴァンフォーレ甲府）、7．インターハイ山岳部門優勝（1975年甲府南高校）など…。
　私は7．のチームに所属していました。良い経験でした。その時、日本一になるにはどうしたらよいか？ 少しだけ
わかりました。日本一になるには優れた指導者や同じレベルの仲間が必要です。それに加えて他チームよりも優
れた練習やレベルの高い試合を繰り返す事が日本一への道だと実感しました。
　サッカーと野球は競技人口の1位2位を占めています。そういう競技で日本一になるのは容易ではありません。
しかし、最近立て続けに山梨県のチームがサッカーと野球で日本一になりました。何事にも理由があります。何
故、天下をとれたのか、その理由を考えてみました。
山梨県の高校男子サッカー部員数は日本一
　先ず、サッカーです。最近の｢天下とり｣と言えばなんと言ってもヴァンフォーレ甲府の天皇杯サッカー優勝でし
ょう。横浜に決勝戦を見に行きましたが、凄い試合でした。J1の5チームに勝ってJ2のヴァンフォーレ甲府が優勝
したのは凄い事で、NHKでヴァンフォーレ甲府の下剋上に関する特別番組が作られたくらいです。その番組でも
触れていましたが、山梨にはサッカーを熱烈に応援する土壌があります。元ヴァンフォーレ甲府の監督の城福浩氏

（現東京ヴェルディ監督）は山梨のサッカー熱に驚いていました。同氏は、山梨にサッカーが根付いているのは韮
崎高校のサッカーが長年全国レベルである事が大きいと言っていました。
　韮崎高校は伝統的にサッカーが強く、戦前から全国レベルでした。何度も天下をとっていますし、1979－83年
の5年間全国高校サッカー選手権で連続ベスト4になっています。山梨の高校サッカー部は韮崎高校に追いつき
追い越せが目標です。それもあってか山梨県の男子高校生100人中14人が男子サッカー部員で、これは全国一
です。今は山梨学院が強いですが、学院が選手権で最初の優勝を飾った時の監督は元韮高サッカー部監督の横
森巧さん（韮高5年連続ベスト4当時の監督）です。やはり韮崎高校に縁があります。
この年代での甲子園勝利数（人口当たり）は山梨県が日本一
　野球です。山梨学院高校の春の選抜優勝はうれしいニュースでした。これも一朝一夕では無い話だと思います。
山梨学院だけでなく、山梨県の高校野球レベルが上がっているのが一因だと思います。その遠因として1990年
代甲子園での山梨県勢の大活躍があると思います。この年代での甲子園勝利数は山梨県が日本一です。21勝も
しています。市川高校、東海大学甲府高校などが活躍したお蔭でしょう。市川は逆転劇で甲子園を沸かせ、ミラク
ル市川と呼ばれ有名になりました。1990年代当時の野球部員が、今、山梨県下で様々なレベルでの野球指導者
になっていて山梨県全体の高校野球レベルが上がり、それが、山梨学院高校のセンバツ優勝につながったと思い
ます。
　以上、「時々天下を取る」山梨のスポーツについて愚考してみました。これからも、様々なスポーツで、日本一と
なって欲しいですね。
注：引用したデータは「都道府県別統計とランキングで見る県民性」(https://todo-ran.com/)から引用しました。
注：他にも山梨県が日本一になっている項目を挙げてみます(全部では無いです)。水泳プール数、酒造場数、健康寿命、年間日照時間、図書館
数、すし店店舗数、あさり消費量、天然記念物数、桃生産量、ぶどう生産量、ぶどう消費量etc. 山梨県、日本一となっている項目、結構多いので
す。数えたら38項目もあります。10数項目しかない県も多いので、山梨県はある意味｢エッジが立っている｣のかもしれないです。いつか、この辺
りも考察してみたいですね。

望月 吉彦（首都圏甲府会副会長）　
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中
込 

勝
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氏

中
込
勝
子
税
理
士
事
務
所

所
長

―
ご
出
身
は
旧
増
穂
町
青
柳
（
現
富
士

川
町
）
と
聞
い
て
い
ま
す

　

そ
う
で
す
。
当
時
の
青
柳
は
か
な
り

の
繁
華
街
で
、
近
隣
の
集
落
か
ら
買
い

物
客
が
集
ま
る
商
店
街
で
し
た
が
、
そ

の
通
り
に
面
し
た
大
き
な
農
家
に
生
ま

れ
ま
し
た
。

―
ど
ん
な
子
供
時
代
を
過
ご
さ
れ
た
の

で
し
ょ
う
か

　

 

四
人
兄
妹
の
末
っ
子
で
し
た
が
、

兄
二
人
は
中
央
大
学
に
進
学
し
て
い

て
、
姉
も
東
京
の
和
裁
学
校
に
行
っ
て

い
ま
し
た
か
ら
家
に
残
っ
た
の
は
私
一

人
で
、
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
養
蚕
も
田

ん
ぼ
も
農
作
業
は
率
先
し
て
手
伝
い
ま

し
た
。
外
か
ら
手
伝
い
に
き
て
い
た
人

達
か
ら
小
さ
い
の
に
よ
く
働
く
と
お
だ

て
ら
れ
て
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
が
当
時

は
農
休
み
（
農
繁
休
暇
）
と
い
う
の
が

あ
っ
て
、
そ
の
時
ば
か
り
は
非
農
家
の

友
達
が
う
ら
や
ま
し
か
っ
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。

―
市
川
高
校
に
進
学
さ
れ
ま
す

　

増
穂
か
ら
25
人
位
受
け
て
5
人
が
合

格
し
ま
し
た
。
当
時
の
通
学
路
は
富
士

川
を
渡
る
橋
が
無
く
、
青
柳
河
岸
か
ら

市
川
の
高
田
ま
で
は
渡
し
舟
で
渡
り
、

あ
と
は
一
面
の
柿
畑
の
中
を
歩
い
て
通

い
ま
し
た
。
こ
こ
で
3
年
間
担
任
だ
っ

た
数
学
と
生
物
の
青
柳
義
人
先
生
と
い

う
生
涯
の
恩
師
に
巡
り
会
い
ま
し
た
。

数
学
が
好
き
で
生
涯
数
字
に
か
か
わ
る

仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
も
勉
強

の
面
白
さ
を
教
え
て
く
れ
た
青
柳
先
生

の
影
響
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

―
市
川
高
校
卒
業
後
の
進
路
は

　

当
時
、
木
下
恵
介
監
督
の
映
画

「
二
十
四
の
瞳
」
を
見
て
、
僻
地
の
学

校
の
先
生
に
な
り
、
子
供
た
ち
と
過
ご

し
た
い
と
い
う
夢
を
持
っ
て
い
ま
し
た

中込勝子氏に聞く
Linkage Interview

が
、
父
親
は
教
師
に
な
る
の
は
反
対
で

し
た
。
若
い
う
ち
か
ら
「
先
生
」
と
呼

ば
れ
特
別
扱
い
を
受
け
る
職
業
で
は
な

く
色
々
な
人
に
揉
ま
れ
た
た
き
上
げ
て

い
く
べ
き
と
い
う
強
い
信
念
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。
半
年
ほ
ど
悶
々
と
し

た
日
々
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
が
近
く
の

酪
農
家
の
紹
介
で
乳

業
部
を
始
め
た
甲
府

の
武
田
食
糧
に
勤
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
乳
業
部
で
酪

農
家
が
搬
入
す
る
原

乳
の
価
額
が
決
ま
る

乳
脂
肪
分
を
使
っ
た

計
算
や
製
品
の
原
価

計
算
と
い
っ
た
仕
事

を
当
時
の
最
先
端
事

務
機
で
あ
っ
た
「
タ

イ
ガ
ー
計
算
機
」
を

使
っ
て
や
る
う
ち
に
経
理
の
仕
事
に
目

覚
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
、

森
永
乳
業
に
原
乳
を
お
さ
め
て
い
た
上

九
一
色
村
富
士
ヶ
嶺
の
酪
農
組
合
で
の

交
渉
に
連
れ
て
行
か
れ
た
り
、
伊
那
工

場
を
開
設
す
る
時
も
原
価
計
算
の
資
料

を
作
ら
さ
れ
た
り
す
る
う
ち
に
経
理
や

簿
記
の
仕
事
を
本
格
的
に
勉
強
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
を
抑
え
ら
れ
な
く
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。

―
こ
の
会
社
で
登
山
に
出
会
っ
た
と
か

　

こ
の
会
社
の
創
業
家
出
身
の
専
務

が
登
山
が
趣
味
で
日

曜
ご
と
に
登
山
を
計

画
し
、
誘
わ
れ
て
県

内
の
山
に
登
り
ま
し

た
。
大
菩
薩
峠
、
瑞

牆
山
、
乾
徳
山
、
夜

叉
神
峠
、
茅
ヶ
岳
か

ら
八
ヶ
岳
縦
走
ま
で

山
梨
百
名
山
は
ほ
と

ん
ど
登
っ
て
い
ま

す
。
毎
日
の
仕
事
が

忙
し
く
、
日
曜
く
ら

い
は
休
み
た
い
と
い

う
気
持
ち
も
あ
っ
た

の
で
す
が
、
息
を
弾

ま
せ
喘
ぎ
喘
ぎ
草
い

き
れ
を
嗅
ぎ
な
が
ら
頂
上
に
立
っ
た
時

の
爽
快
感
は
何
と
も
言
え
ず
、
思
わ
ず

深
呼
吸
を
し
、
次
は
ど
こ
の
山
に
登
ろ

う
か
と
考
え
て
し
ま
う
ほ
ど
で
し
た
。

当
時
、
マ
ナ
ス
ル
初
登
頂
に
成
功
し
た

槙
有
恒
隊
長
ら
の
甲
府
の
古
名
屋
で
の

祝
賀
会
に
出
席
し
た
こ
と
は
今
で
も
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

―
経
理
を
勉
強
す
る
た
め
に
上
京
し
ま

す
　

も
っ
と
経
理
の
こ
と
を
勉
強
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
は
抑
え
切
れ
ず
、
当
時

の
上
司
の
薦
め
も
あ
っ
て
父
に
相
談
す

る
と
、
今
度
は
「
行
き
な
さ
い
」
と
大

賛
成
を
得
て
上
京
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
時
就
職
し
た
服
飾
関
係
の

会
社
の
顧
問
会
計
士
と
の
出
会
い
が
私

の
生
涯
を
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
先
生
の
薦
め
で
当
時
か
ら
税
理
士

や
公
認
会
計
士
の
資
格
取
得
の
た
め
の

講
座
を
開
い
て
い
た
中
央
大
学
経
理
研

究
所
の
聴
講
生
と
な
り
、
仕
事
の
傍
ら

通
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
、

原
価
計
算
の
番
場
嘉
一
郎
先
生
や
簿
記

の
沼
田
嘉
穂
先
生
に
出
会
い
、
私
の
向

学
心
に
火
が
付
き
ま
し
た
。

 

―
そ
の
後
結
婚
さ
れ
ま
し
た

　

上
京
し
て
2
年
後
に
兄
嫁
の
紹
介
で

肥
料
関
係
の
会
社
に
勤
め
て
い
た
夫
と

見
合
い
結
婚
を
し
ま
し
た
。
こ
の
時

も
迷
っ
た
の
で
す
が
、
日
頃
か
ら
父

に
「
30
歳
ま
で
に
結
婚
し
な
さ
い
」
と

言
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
頭
に
あ
り
、
結

婚
を
決
め
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
長
い
間

数
字
と
と
も
に
生
き
て
き
て
、
経
理
研

究
所
で
の
勉
強
が
忘
れ
ら
れ
な
い
私
は

専
業
主
婦
に
な
り
切
れ
ず
に
高
校
卒
業

の
時
と
同
じ
く
悶
々
と
し
て
過
ご
す
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
あ
る
時
朝
日
新
聞

の
広
告
に
出
た
農
林
省
の
臨
時
職
員
募

集
の
広
告
が
目
に
止
ま
り
、
迷
わ
ず
応

募
す
る
と
20
人
く
ら
い
の
応
募
者
の
中

で
3
人
の
採
用
の
中
に
入
り
、
統
計
課

と
い
う
と
こ
ろ
で
農
林
白
書
の
作
成
の

手
伝
い
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
も
計
算
機
の
腕
前
と
数
字
の
世

界
で
重
宝
が
ら
れ
、
担
当
外
で
し
た
が

農
林
省
の
当
時
の
毎
年
の
恒
例
行
事
で

あ
る
米
価
交
渉
の
裏
方
で
資
料
を
作
成

す
る
部
隊
に
狩
り
出
さ
れ
た
り
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
直
属
の
上
司
が
経
済
企

画
庁
に
出
向
す
る
こ
と
に
な
り
、
私
も

一
緒
に
経
済
企
画
庁
に
行
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
仕
事
は
当
時
の
池
田
勇
人

首
相
の
所
得
倍
増
計
画
の
検
証
の
た
め

の
資
料
作
り
で
し
た
が
後
に
経
企
庁
の

事
務
次
官
に
な
る
田
中
努
さ
ん
か
ら
審

議
会
に
提
出
す
る
資
料
の
計
算
を
頼
ま

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
当
時
の
審
議
会
の

メ
ン
バ
ー
の
錚
々
た
る
経
済
学
者
の
都

留
重
人
先
生
、
大
来
佐
武
郎
先
生
な
ど

の
熱
の
こ
も
っ
た
議
論
の
姿
を
垣
間
見

注
目
!
甲
州
人
�

教
師
に
な
る
夢
は
父
の
反
対
で
断
念
。持
ち
前
の
粘
り
と
努
力
で
経
理
事
務
の
世
界
で
頭
角
を
現
し
、上
京
、結
婚
後
は
会
計
事

務
所
に
勤
め
な
が
ら
大
学
・
大
学
院
に
進
み
２
つ
の
修
士
を
取
得
。税
理
士
事
務
所
開
業
後
は
子
育
て
も
両
立
さ
せ
て
既
に
半

世
紀
。生
涯
現
役
を
掲
げ
て
今
も
活
躍
を
続
け
る
中
込
税
理
士
に
前
向
き
に
生
き
る
人
生
の
原
動
力
と
そ
の
秘
訣
を
伺
っ
た
。

聞
き
手 

山
梨
県
人
会
連
合
会
広
報
委
員
長
　
山
下
昌
彦
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る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

―
会
計
事
務
所
に
移
り
税
理
士
へ
の
道

を
歩
み
ま
す

　

こ
の
ま
ま
行
っ
た
の
で
は
所
詮
高
校

卒
の
臨
時
職
員
で
し
か
な
い
の
で
、
生

涯
自
立
し
て
働
け
る
ラ
イ
セ
ン
ス
（
税

理
士
資
格
）
を
取
る

こ
と
、
く
す
ぶ
り
続

け
て
い
る
向
学
心
を

満
足
さ
せ
る
こ
と
と

い
う
2
つ
の
目
標
を

立
て
、
先
の
会
計
事

務
所
の
所
長
に
相
談

す
る
と
、
「
私
の
事

務
所
に
来
な
さ
い
」

と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
所
長
の
指
導
を

受
け
て
会
計
事
務
所

の
あ
る
お
茶
ノ
水
か

ら
丸
ノ
内
線
一
本
で

通
え
る
拓
殖
大
学
の

経
営
学
部
を
選
び
、
夜
間
部
は
な
か
っ

た
の
で
土
曜
日
を
中
心
に
単
位
の
取
り

方
を
工
夫
し
て
講
義
の
な
い
日
と
合
間

の
時
間
は
会
計
事
務
所
の
仕
事
を
す
る

と
い
う
学
生
、
会
計
事
務
所
職
員
、
主

婦
の
3
足
の
草
鞋
を
履
く
生
活
が
始
ま

り
ま
し
た
。
平
均
睡
眠
時
間
4
時
間

で
決
算
期
に
は
徹
夜
も
当
た
り
前
と

い
う
生
活
が
こ
れ
か
ら
8
年
続
く
の
で

す
が
、
何
故
こ
ん
な
こ
と
が
出
来
た
か

と
言
う
と
、
何
よ
り
夫
の
理
解
、
そ
し

て
所
長
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。
こ
の
8
年
間
が

私
の
生
涯
で
一
番
密

度
の
濃
い
、
充
実
し

た
時
間
で
あ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

―
さ
ら
に
大
学
院
で

商
学
と
国
際
経
済
の

2
つ
の
修
士
を
取
得

し
ま
し
た

　

私
は
学
問
の
道
を

志
す
こ
と
も
夢
で
し

た
が
、
何
よ
り
若
者

が
学
ぶ
大
学
の
キ
ャ

ン
パ
ス
の
雰
囲
気
が

大
好
き
で
す
。
学
部

3
年
の
時
に
は
こ
ん

な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
い
つ
も
昼
休

み
に
は
中
庭
の
ベ
ン
チ
で
本
を
読
ん
で

過
ご
す
の
で
す
が
、
前
に
立
つ
人
が
い

る
の
で
ふ
と
顔
を
上
げ
る
と
当
時
拓
殖

大
学
の
総
長
を
務
め
て
お
ら
れ
た
中
曽

根
康
弘
元
総
理
が
目
の
前
に
立
っ
て
い

て
「
君
は
何
年
生
だ
」
と
尋
ね
ら
れ
ま

し
た
。
「
経
営
学
部
3
年
で
す
」
と
答

え
る
と
、
「
こ
れ
か
ら
の
女
性
は
社
会

進
出
し
て
、
男
性
と
と
も
に
社
会
貢
献

を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
学
問
の
道
に
励
む
こ
と
で
す
」
と

仰
っ
た
の
で
す
。
そ
の
時
は
ま
だ
大
学

院
に
進
む
こ
と
ま
で
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
ま
だ
女
子
学
生
が
珍
し

い
時
代
で
し
た
の
で
そ
ん
な
こ
と
を

仰
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
が
夢
の
よ

う
な
出
来
事
で
し
た
。

　

そ
し
て
実
際
に
学
部
を
卒
業
す
る
頃

に
は
会
計
学
を
更
に
学
び
た
く
て
商
学

専
攻
の
修
士
課
程
に
進
み
、
そ
れ
も
終

了
す
る
と
雁
行
形
態
論
で
有
名
な
赤
松

要
先
生
の
国
際
経
済
の
修
士
課
程
に
進

む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

余
談
に
な
り
ま
す
が
大
学
院
を
修
了

す
る
ま
で
に
は
教
職
課
程
の
単
位
を
取

り
、
東
横
学
園
中
等
部
で
教
育
実
習
も

行
い
、
父
に
反
対
さ
れ
た
教
員
免
許
も

取
得
し
ま
し
た
。
こ
の
歳
に
な
り
ま
し

た
の
で
許
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

―
し
か
し
学
問
の
道
に
は
進
ま
ず
税
理

士
の
道
を
選
び
ま
す

　

私
が
立
て
た
目
標
の
う
ち
、
税
理
士

資
格
の
取
得
は
取
り
終
え
、
学
問
の
道

も
国
際
経
済
の
修
士
課
程
も
終
え
、
更

に
学
問
へ
の
道
を
考
え
ま
し
た
が
、
母

親
に
な
り
た
い
夢
が
あ
り
、
子
育
て
と

学
問
追
求
の
道
は
両
立
し
な
い
だ
ろ
う

と
判
断
し
、
税
理
士
事
務
所
の
開
業
と

高
齢
出
産
の
道
を
選
ぶ
こ
と
に
し
ま
し

た
。

―
町
田
市
で
税
理
士
事
務
所
を
開
業
し

ま
す

　

お
世
話
に
な
っ
た
会
計
事
務
所
の
所

長
は
そ
れ
ま
で
も
男
性
で
は
難
し
い
よ

う
な
顧
客
の
担
当
を
さ
せ
た
り
、
様
々

な
経
験
を
積
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
し
た

が
、
エ
リ
ア
と
し
て
は
私
に
町
田
市
を

担
当
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
す
で
に
町
田

に
居
を
構
え
て
い
ま
し
た
の
で
、
町
田

市
で
「
中
込
勝
子
税
理
士
事
務
所
」
の

開
設
を
決
め
ま
し
た
。

　

所
長
か
ら
託
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
企

業
や
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
絆
か
ら
紹

介
さ
れ
る
顧
客
で
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の

顧
客
か
ら
顧
客
を
紹
介
さ
れ
て
広
が
っ

て
い
き
ま
し
た
。
私
自
身
で
は
営
業
的

な
活
動
は
一
切
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。
顧
客
の
皆
さ
ん
と
は
親
戚
以
上

家
族
同
然
の
お
付
き
合
い
が
多
く
、
家

族
会
議
に
同
席
し
色
々
な
相
談
を
受

け
、
税
理
士
業
以
前
の
問
題
に
関
わ
り

ま
し
た
。
会
社
の
行
事
に
も
招
か
れ
大

体
出
席
し
ま
し
た
の
で
従
業
員
が
社
長

に
話
せ
な
い
よ
う
な
事
も
相
談
さ
れ
解

決
に
導
い
て
い
っ
た
事
が
信
頼
に
結
び

つ
き
顧
客
増
に
繋
が
っ
た
り
、
ま
た
零

細
な
個
人
事
業
者
が
成
長
し
、
法
人
成

り
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
共
に
喜
び
、

誰
も
受
け
て
く
れ
な
い
中
小
企
業
を
助

け
、
企
業
の
医
者
赤
ひ
げ
の
気
持
ち
で

携
わ
っ
て
き
た
事
が
利
他
の
喜
び
が
自

身
の
喜
び
と
な
る
掛
け
替
え
の
な
い
財

産
と
な
っ
て
い
ま
す
。
企
業
経
営
者
に

は
中
学
集
団
就
職
で
上
京
し
、
辛
苦
を

乗
り
越
え
事
業
を
起
こ
し
た
人
や
リ
ヤ

カ
ー
を
引
っ
張
っ
て
商
売
を
し
て
成
功

さ
せ
た
人
が
い
ま
す
。
こ
う
し
た
経
営

者
が
出
来
上
が
っ
た
決
算
書
を
見
て

「
こ
れ
は
私
の
通
信
簿
で
す
」
と
胸
を

張
る
姿
に
感
動
す
る
税
理
士
50
年
、
女

性
税
理
士
で
は
最
年
長
と
思
い
ま
す

が
、
こ
の
間
多
く
の
人
に
出
逢
い
、

「
人
は
人
に
よ
っ
て
人
に
成
る
」
こ
と

を
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
高
校
卒
業

時
、
父
の
言
っ
た
「
い
ま
に
わ
か
る
」

の
言
葉
が
今
に
し
て
理
解
で
き
ま
し

た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
は
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
社
会
変
革
を
生
み
、
デ
ジ
タ
ル

化
が
進
み
、
開
業
当
時
の
環
境
と
は
隔

世
の
感
が
あ
り
ま
す
。
税
の
専
門
家
と

し
て
納
税
者
の
信
頼
に
応
え
る
た
め
に

も
こ
う
し
た
I
T
化
に
取
り
残
さ
れ
な

い
よ
う
に
今
も
研
鑽
に
努
め
て
い
ま

す
。

―
町
田
市
で
は
数
々
の
役
職
を
引
き
受

け
て
活
動
さ
れ
て
き
ま
し
た

　

予
定
ど
お
り
母
と
な
り
、
そ
の
子
供

が
小
学
校
入
学
と
同
時
に
学
級
委
員
、

翌
年
は
P
T
A
会
長
と
な
り
5
年
間
務

め
、
こ
の
間
町
田
市
小
学
校
P
T
A
連

絡
協
議
会
初
の
女
性
会
長
に
、
続
い
て

市
の
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
委
員
な

ど
社
会
教
育
や
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
委
員
な
ど
役
職
が
次
々
と
回
っ
て
来

ま
し
た
。
税
理
士
会
で
は
小
学
校
の
租

税
教
育
や
多
く
の
役
を
引
き
受
け
、

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
多
摩
南
グ
ル
ー
プ

で
初
の
女
性
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
に
推
薦
さ

れ
、
「
女
性
初
の
」
が
付
い
て
回
り
ま

し
た
が
新
し
い
人
と
の
出
会
い
と
経
験

は
私
の
無
形
財
産
で
す
。　

―
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
て
い
く
女

性
に
ア
ド
バ
イ
ス
を

　

男
女
共
同
参
画
社
会
は
男
女
共
に
心

身
の
自
立
に
努
め
、
お
互
い
の
特
性
を

活
か
し
、
補
い
合
い
な
が
ら
仕
事
や
生

活
に
活
か
し
て
行
く
社
会
で
す
。
こ
れ

に
よ
り
難
し
い
問
題
も
解
決
し
円
滑
に

進
み
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
必
然
的
に
女

性
の
社
会
的
地
位
向
上
、
貢
献
に
結
び

つ
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
女
性

は
自
分
の
意
見
を
し
っ
か
り
持
つ
こ
と

で
す
。

―
20
代
ま
で
暮
ら
し
た
山
梨
県
や
山
梨

の
風
土
に
つ
い
て
ど
ん
な
思
い
を
お
持

ち
で
し
ょ
う
か

　

大
村
智
先
生
が
言
わ
れ
て
い
る
「
景

観
は
人
を
養
う
」
と
い
う
言
葉
に
全
て

言
い
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

四
方
の
山
脈
の
持
つ
清
々
し
さ
、
四
季

折
々
の
美
し
さ
、
豊
か
な
自
然
に
育
ま

れ
て
誠
実
さ
が
養
わ
れ
頑
張
っ
て
来
ら

れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

―
山
梨
県
人
と
山
梨
の
若
者
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を

　

山
梨
県
人
に
は
無
尽
に
代
表
さ
れ
る

助
け
合
い
の
心
と
信
玄
の
「
人
は
石
垣

人
は
城
」
と
い
う
思
想
の
遺
伝
子
が
あ

る
は
ず
で
す
。
愛
郷
心
と
共
助
の
心
で

可
能
性
を
信
じ
、
目
的
に
向
か
い
前
進

す
れ
ば
、
道
は
開
け
る
と
思
い
ま
す
。

私
自
身
は
今
ま
で
支
え
導
い
て
く
だ

さ
っ
た
皆
様
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も

健
康
で
情
熱
、
挑
戦
、
好
奇
心
を
持
っ

て
「
一
日
は
小
さ
な
一
生
」
と
父
の
教

え
の
「
仁
を
積
み
重
ね
て
」
い
け
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。

中込勝子氏に聞く
Linkage Interview

略　歴　中込 勝子（なかごみ かつこ）
山梨県増穂町（現富士川町）出身
山梨県立市川高等学校卒業
1950年10月　武田食糧株式会社入社
1960年  3月　中央大学経理研究所聴講生終了
1962年  5月　農林省臨時職員
1963年  4月　経済企画庁計画局計画課臨時職員
1965年  4月　公認会計士事務所入所
1969年  3月　拓殖大学経営学部卒業
1971年  3月　拓殖大学大学院商学研究科　商学専攻終了（修士）
1973年  3月　拓殖大学大学院経済学研究科　国際経済専攻終了（修士）
1973年  6月　中込勝子税理士事務所開業
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自
己
紹
介

　

高
校
卒
業
後
、塾
講
師
や
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
コ
ー
チ
・
監
督
、そ
し
て
保
育
士

と
い
う
経
験
を
経
て
今
の
会
社
を
立
ち

上
げ
、事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。小
さ

い
こ
ろ
か
ら
教
員
に
な
り
た
い
と
い
う
夢

を
も
ち
学
業
に
励
ん
で
い
ま
し
た
が
、大

学
入
試
で
の
失
敗
や
、高
校
卒
業
後
に
出

会
っ
た
多
く
の
方
々
の
影
響
を
受
け
て
、

よ
り
広
く
教
育
事
業
を
進
め
て
い
き
た

い
と
い
う
想
い
か
ら
、自
分
の
会
社
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。そ
し
て
、よ
り
社
会
と

繋
が
っ
た
学
び
や
、学
び
は
あ
く
ま
で
も

目
的
で
は
な
く
、ゴ
ー
ル
に
向
か
う
過
程

の
な
か
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
想

い
か
ら
、色
々
な
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。そ
の
中
で
、教
育
分
野
だ
け
で
は
な

く
、よ
り
社
会
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
の

で
き
る
世
界
観
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
想
い
か
ら
仲
間
と
共

に
、小
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
開
発
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、

今
行
っ
て
い
る
株
式
会
社
ス
ク
ー
ミ
ー
を

2
0
2
0
年
に
設
立
し
ま
し
た
。

　

ス
ク
ー
ミ
ー
は
S
c
h
o
o
M
y

と
表
記
し“
学
校
”と
い
う
意
味
の

「
S
c
h
o
o
l
」と
、“
自
分
自
身
で
”

と
い
う
意
味
の「
M
y
s
e
l
f
」を
掛

け
合
わ
せ
た
造
語
で
す
。こ
の
言
葉
を
連

想
し
た
き
っ
か
け
は
、私
が
塾
講
師
と
し

て
授
業
を
行
な
っ
て
い
た
際
の
休
み
時
間

に
あ
り
ま
し
た
。子
ど
も
の
発
想
力
は
大

人
が
想
像
す
る
以
上
に
豊
か
で
、「
こ
ん

な
こ
と
困
っ
て
い
る
よ
ね
。」「
本
当
は
あ

ん
な
こ
と
を
し
て
み
た
い
!
」と
学
校
で

の
出
来
事
を
友
達
ど
う
し
で
話
し
て
い

ま
し
た
。そ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
対
し「
や
っ

て
み
た
ら
い
い
か
も
よ
!
」と
投
げ
か
け

て
み
た
と
こ
ろ
、「
で
も
、そ
ん
な
の
作
れ

な
い
し
。」と
い
う
後
ろ
向
き
な
返
事
が
。

こ
の
時
私
は
、子
ど
も
た
ち
が
思
い
つ
い

た
ア
イ
デ
ア
を
そ
の
子
自
身
で
形
に
で

き
る
何
か
が
あ
れ
ば
…
と
考
え
、開
発
を

始
め
た
の
が
小
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ス
ク
ー

ミ
ー
ボ
ー
ド
で
し
た
。

 

現
在
の
企
業
内
容

　

ス
ク
ー
ミ
ー
ボ
ー
ド
は
、単
四
電
池

で
動
く
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
小
さ
な
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
で
す
。「
教
室
の
椅
子
が
出
し
っ

ぱ
な
し
で
危
な
い
。」「
重
い
教
科
書
を
3

階
ま
で
運
ぶ
先
生
に
気
づ
い
て
い
た
ら
手

伝
え
た
。」　

学
校
生
活
の
中
に
は
、自
分

が
解
決
し
た
い
と
思
え
る
課
題
が
溢
れ

て
い
ま
す
。そ
ん
な“
学
校
”の
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
、“
自
分
自
身
で
”考
え
て

つ
く
る
世
界
観
の
実
現
を
目
指
し
て
い

ま
す
。そ
し
て
私
た
ち
の
取
り
組
み
に
は

大
き
な
考
え
方
が
基
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
e
D
I
Y
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　
「
持
続
可
能
な
社
会
」を
つ
く
る
た
め

に
各
家
庭
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
を

は
じ
め
、 

こ
れ
か
ら
の
未
来
を
つ
く
る
世

代
に
と
っ
て
の
教
育
効
果
も
期
待
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、 

全
国
の
教
育
機
関
・
自

治
体
・
企
業
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
新

し
い
考
え
方
と
し
て「
e
D
I
Y
」と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。生
活
の
中
で
使
わ

な
く
な
っ
た
も
の
に
、 

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

組
み
合
わ
せ
、自
分
た
ち
の
力
で 

新
し

い
価
値
を
生
み
出
し
て
い
く
新
し
い
考

え
方
で
す
。e
D
I
Y
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で

は
、「
購
入
す
る
」代
わ
り
に
自
分
た
ち
で

「
生
み
出
す
」こ
と
で
生
活
を
豊
か
に
し

て
い
き
ま
す
。そ
の
結
果
、自
分
に
あ
っ
た

仕
組
み
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ

け
で
は
な
く
、も
の
を
大
切
に
す
る
気
持

ち
や
、廃
材
を
通
し
て
社
会
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
仕
組
み
、創
造
性
、そ
し
て
協

力
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
協
働
性
が
身

に
つ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、今
後
の
持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
に
向
け
て
必
要
不
可
欠
な

考
え
方
で
す
。ス
ク
ー
ミ
ー
で
は
、こ
の

e
D
I
Y
を
推
進
し
て
お
り
、ス
ク
ー

ミ
ー
が
提
供
す
る
学
校
の
授
業
で
も
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。下
の
写
真
は
、 

植
物

を
初
め
て
育
て
る
小
学
1
年
生
に
、 

栽

培
に
適
し
た
温
度
や
明
る
さ
、 

水
や
り
の

タ
イ
ミ
ン
グ
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る

セ
ン
サ
ー
で
す
。小
学
4
年
生
が
学
校
で

捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
端
材
を
使
っ
て
、 

休

み
時
間
20
分
く
ら
い
で
自
分
た
ち
で
つ
く

り 

1
年
生
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。図

画
工
作
の
と
き
に
余
っ
た
工
作
用
紙
、美

化
委
員
会
の
と
き
に
作
っ
た
ポ
ス
タ
ー
の

端
材
、遠
足
の
と
き
に
冷
た
い
も
の
を
入

れ
て
い
た
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
再
活
用
し

て
、自
分
た
ち
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
た

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
組
み
込
み
温
度
管
理
シ

ス
テ
ム
を
つ
く
り
ま
し
た
。こ
の
よ
う
に
、

学
校
で
捨
て
る
は
ず
だ
っ
た
も
の
に
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
組
み
合
わ
せ
て
新
し
い
価
値

を
、誰
も
が
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
世
界

を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

 

今
後
の
事
業
展
開

　

ス
ク
ー
ミ
ー
は
、小
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

を
は
じ
め
、ア
プ
リ
を
自
分
で
つ
く
る
こ

と
の
で
き
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
ツ
ー
ル
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

持
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、ま
だ
ま
だ
世

界
観
を
広
げ
て
い
く
た
め
に
は
、こ
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
何
が
で
き
る
の
か
を

示
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。最
近
で
す
と
、き
ゅ
う
り
農
家
が
ハ

ウ
ス
の
温
度
を
管
理
す
る
I
o
T
シ
ス

テ
ム
を
つ
く
っ
た
り
、小
学
生
が
お
父
さ

ん
の
た
め
に
筋
ト
レ
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ

た
り
な
ど
、農
業
や
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
の

領
域
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
で

す
。日
常
的
に
使
う
シ
ス
テ
ム

を
ス
ク
ー
ミ
ー
社
と
し
て
も

パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
よ
り
使
い

や
す
い
形
で
提
供
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

1
人
1
台
、各
家
庭
に
ス

ク
ー
ミ
ー
ボ
ー
ド
が
あ
り
、ほ

し
い
も
の
を
自
分
で
つ
く
る

世
界
観
の
実
現
に
向
け
て
、よ

り
多
く
の
人
た
ち
に
関
わ
っ

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。ス
ク
ー
ミ
ー
を
使
っ
て
つ

く
る
こ
と
の
で
き
る
場
所
を

ス
ク
ー
ミ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
私
た
ち
は
呼
ん

で
い
ま
す
。図
書
館
や
デ
パ
ー
ト
、公
民

館
や
カ
フ
ェ
な
ど
人
が
集
ま
る
と
こ
ろ
に

ど
ん
ど
ん
設
置
し
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、企
業
の
会
議
室
を
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。企

業
で
働
く
従
業
員
の
方
が
ど
ん
ど
ん
会

社
の
た
め
に
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
や
、企
業
の
会
議
室
が
地
域

に
解
放
さ
れ
、そ
の
地
域
の
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
が
集
ま
り
、み
ん
な
で
も
の
づ

く
り
を
し
て
い
く
こ
と
で
地
域
の
課
題
を

解
決
し
て
い
く
世
界
観
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。

プロフィール
1993年5月21日生まれ。山梨県出身。
高校卒業後、学習塾を立ち上げ、2020年10月31日に株式会社
スクーミーを設立する。
「仮想空間でアイデアを考え、現実空間で生み出す」
自分がほしいものは、自分がつくるという新しい価値観を山
梨県から世界に発信する。
本社：山梨県甲府市大手1-2-21 イノベーションベースSoie101

受 賞 歴
●第1回山梨ニュービジネス大賞 大賞受賞（2022）
●Mt.Fujiイノベーションキャンプ2020第1位（Class BOOST）
●Challenge Future Award
　ビジネスデザイン発見&発表会2019関東大会
　・経済産業省関東経済産業局長賞 受賞
　・東京都情報産業教会賞 受賞
●日本ビジネスデザイン全国発見&発表会2020
　・全国大会優勝（最優秀賞）　　・ビジネス大賞
　・テレコムサービス協会会長賞　・東京都情報産業協会賞

株式会社スクーミー  代表 塩島 諒輔 氏

❸
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今
シ
ー
ズ
ン
、F
C
東
京
か
ら
期
限
付
き
移
籍
に
て
加
入
し
た
蓮
川

選
手
。明
治
大
学
時
代
に
は
、同
級
生
で
あ
る
現
V
F
甲
府
の
須
貝
英

大
主
将
と
共
に
数
々
の
大
学
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
。ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
D
F

で
1
対
1
の
強
さ
は
抜
群
。ま
た
足
も
速
く
、そ
う
簡
単
に
は
相
手
の

攻
撃
陣
に
仕
事
を
さ
せ
な
い
。

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
愛
犬
家
と
し
て
知
ら
れ
、愛
犬
の『
茶
（々
※

名
前
：
ち
ゃ
ち
ゃ
豆
柴
メ
ス
）』は
フ
ァ
ン
の
中
で
も
可
愛
い
と
話
題
に

な
っ
て
い
る
。

「
県
人
会
の
皆
様
へ
」

　
は
じ
め
ま
し
て
、蓮
川
で
す
。今
シ
ー
ズ
ン
よ
り
甲
府
に
加
入
し
ま

し
た
。

　
F
C
東
京
と
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
は
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
も
一
緒
で
、子

供
の
こ
ろ
か
ら
親
近
感
が
あ
り
ま
し
た
。た
く
さ
ん
の
試
合
に
出
場
し

自
分
の
良
さ
に
磨
き
を
か
け
、レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
愛
犬
の
茶
々
と
も
ど
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
!

　
川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
よ
り
期
限
付
き
移
籍
加
入
の
神
谷
選
手
。

ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
D
F
で
昨
シ
ー
ズ
ン
は
J
3
藤
枝
で
プ
レ
ー
し
活
躍
し
た
。

デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ
ー
な
が
ら
高
い
技
術
と
状
況
判
断
も
素
晴
ら
し
く
、強
烈
な
左

足
の
キ
ッ
ク
も
光
る
も
の
が
あ
る
。現
在
リ
ー
グ
戦
の
出
場
は
な
い
も
の
の
、

セ
ン
ス
が
高
い
選
手
だ
け
に
今
後
も
楽
し
み
な
選
手
だ
。

　
川
崎
時
代
に
は
、日
本
代
表
で
活
躍
中
の
三
苫
薫
選
手
と
同
期
加
入
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。

「
県
人
会
の
皆
様
へ
」

　
県
人
会
の
み
な
さ
ま
、神
谷
凱
士
と
申
し
ま
す
。い
つ
も
た
く
さ
ん
の
応

援
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
甲
府
と
い
う
土
地
に
馴
染
み
、自
然
を
感
じ
な
が
ら
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
る
喜

び
が
あ
り
ま
す
。

　
い
ち
早
く
試
合
に
出
場
し
、自
分
の
良
さ
を
発
揮
し
て
応
援
し
て
く
だ
さ

る
皆
様
へ
喜
び
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
、日
々
真
面
目
に
サ
ッ
カ
ー
と
向
き

合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。今
後
と
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
季
、日
本
体
育
大
学
よ
り
加
入
し
た
大
卒
ル
ー
キ
ー
。大
学
4
年
時
に

は
、J
リ
ー
グ
特
別
指
定
選
手（
大
学
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
た
ま
ま
J
リ
ー

グ
に
出
場
が
で
き
る
規
定
）に
も
登
録
さ
れ
、早
く
も
5
試
合
に
出
場
し
て
い

る
。23
年
シ
ー
ズ
ン
も
す
ぐ
さ
ま
試
合
メ
ン
バ
ー
入
り
し
、持
ち
前
の
運
動
量

や
身
体
能
力
を
活
か
し
、サ
イ
ド
か
ら
チ
ー
ム
に
活
力
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

こ
の
先
着
実
に
力
を
つ
け
て
い
け
ば
、数
年
後
に
海
外
進
出
も
視
野
に
入
る
ほ

ど
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ン
は
あ
る
。

「
県
人
会
の
皆
様
へ
」

　
日
本
体
育
大
学
よ
り
加
入
し
た
三
浦
颯
太
で
す
。

　
昨
年
は
、大
学
在
籍
時
に
J
リ
ー
グ
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
、と
て
も
良

い
経
験
が
出
来
ま
し
た
。プ
ロ
と
し
て
迎
え
る
今
シ
ー
ズ
ン
、よ
り
一
層
溌
溂

と
プ
レ
ー
し
、チ
ー
ム
の
勝
利
に
た
く
さ
ん
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
両
親
や
僕
に
サ
ッ
カ
ー
を
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
対
し
て
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
!

　
名
古
屋
グ
ラ
ン
パ
ス
よ
り
加
入
し
た
大
型
G
K
。こ
こ
数
年
J
1
で

の
出
場
機
会
に
は
恵
ま
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、経
験
が
重
要
視
さ
れ

る
G
K
の
中
、高
校
卒
業
後
に
は
す
ぐ
に
10
代
で
J
リ
ー
グ
デ
ビ
ュ
ー

を
果
た
す
な
ど
、能
力
の
高
さ
は
折
り
紙
付
き
。ま
た
身
長
1
8
9
セ

ン
チ
と
大
柄
で
肩
の
強
さ
も
突
出
し
て
い
る
。リ
ー
グ
戦
は
も
ち
ろ
ん
、

9
月
か
ら
始
ま
る
A
C
L
で
は
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
選
手
。

「
県
人
会
の
皆
様
へ
」

　
県
人
会
の
み
な
さ
ま
、は
じ
め
ま
し
て
。渋
谷
飛
翔
で
す
。飛
翔
と
書

い
て『
つ
ば
さ
』と
読
み
ま
す
。

　
甲
府
に
加
入
し
、チ
ー
ム
の
雰
囲
気
も
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。自
分

の
能
力
を
発
揮
し
、G
K
と
し
て
勝
利
に
貢
献
で
き
る
よ
う
日
々
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
か
ら
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。今
年
は
念
願
の
子
宝
に
も
恵

ま
れ
、か
っ
こ
い
い
父
親
を
目
指
し
て
精
進
し
ま
す
!
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

蓮
川 

壮
大 

選 

手

Sota M
IU

RA

Tsubasa SH
IB

UYA

Kaito K
AM

IYA

Sodai HASU
K

AW
A

神
谷 

凱
士 

選 

手

三
浦 

颯
太 

選 

手

渋
谷 

飛
翔 

選 

手

基本データ

氏　名 神谷 凱士
（カミヤ カイト） 背番号 29 ポジション DF

身　長 183cm 体　重 76kg 利き足 左
誕生日 1997/6/16 血液型 B型 出身地 愛知県
経　歴
FC西尾 - ホペイロ刈谷 - 東海学園高 - 東海学園大 - 川崎フロンターレ -
藤枝MYFC
甲府在籍年数 1年目

基本データ

氏　名 蓮川 壮大
（ハスカワ ソウダイ） 背番号 5 ポジション DF

身　長 182cm 体　重 82kg 利き足 右
誕生日 1998/6/27 血液型 O型 出身地 東京都
経　歴
レジスタFC - FC東京U-15深川 - FC東京U-18 - 明治大 - FC東京 -
いわてグルージャ盛岡 
甲府在籍年数 1年目

基本データ

氏　名 三浦 颯太
（ミウラ ソウタ） 背番号 13 ポジション DF

身　長 178cm 体　重 74kg 利き足 左
誕生日 2000/9/7 血液型 B型 出身地  東京都
経　歴
FCゴロアーズ - FC東京U-15むさし - 帝京高 - 日本体育大

甲府在籍年数 3年目（JFA・Ｊリーグ特別指定選手として
2021-2022年登録）

基本データ

氏　名 渋谷 飛翔
（シブヤ ツバサ） 背番号 21 ポジション GK

身　長 189cm 体　重 89kg 利き足 右
誕生日 1995/1/27 血液型 A型 出身地 東京都
経　歴
ミッキーSC - ヴェルディSSレスチ - 関東第一高 - 横浜FC -
名古屋グランパス
甲府在籍年数 1年目

13DF 21GK

29DF 5DF

J
1
昇
格
に
向
け
リ
ー
グ
戦
も
折
り
返
し
地
点
。今
年
加
入
し
た
新
戦
力
を
ご
紹
介

リ
ー
グ
戦
も
後
半
戦
へ
突
入
し
、熾
烈
な
昇
格
争
い
真
っ
た
だ
中
の
V
F
甲
府
。

悲
願
の
J
1
昇
格
へ
向
か
う
チ
ー
ム
の
新
戦
力
に
S
P
O
T
L
I
G
H
T
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
！
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ト
ピ
ッ
ク
ス
や
ま
な
し

トピックスやまなし

︱ 

山
梨
県
の
施
策
に
つ
い
て
の
最
新
情
報
や
、選
り
す
ぐ
り
の
観
光
情
報
を
お
届
け
し
ま
す 

︱

世
界
文
化
遺
産
登
録
10
周
年
!

～
富
士
山
の
普
遍
的
価
値
を
未
来
へ
～

　

日
本
の
象
徴
で
あ
る
富
士
山
。広
く
な
だ
ら
か

な
裾
野
を
有
す
る
独
立
峰
は
、ど
こ
か
ら
眺
め
て
も

整
っ
た
形
を
見
せ
て
く
れ
る
一
方
で
、季
節
や
時
間
、

気
象
条
件
な
ど
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
見

せ
、今
も
な
お
多
く
の
人
々
を
魅
了
し
続
け
て
い
ま

す
。

　
こ
の
美
し
い
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
て
か
ら
今
年
で
10
年
を
迎
え
ま
し
た
。世
界
に

認
め
ら
れ
た
価
値
を
持
っ
た
富
士
山
を
未
来
へ
と

引
き
継
ぐ
た
め
、県
は
今
後
も
関
係
者
と
協
力
し

て
保
全
の
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

世
界
遺
産
と
な
っ
た
富
士
山

　

標
高
3
7
7
6
メ
ー
ト
ル
、日
本
で
最
も
高
い
富
士
山
。し
か
し
、た
だ
標
高
が

高
い
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。雄
大
な
姿
と
頻
繁
に
繰
り
返
さ
れ
た
噴
火
に
よ
っ

て
、古
く
か
ら
多
く
の
人
が
畏
敬
の
念
を
抱
き
、や
が
て「
信
仰
の
対
象
」と
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。ま
た
溶
岩
な
ど
の
噴
出
物
で
少
し
ず
つ
裾
野
を
広
げ
る
こ
と
で
作
ら

れ
た
美
し
い
円
錐
形
の
姿
は
、国
内
外
の
芸
術
家
の
創
作
意
欲
を
か
き
た
て
、さ
ま

ざ
ま
な
作
品
を
生
み
出
す「
芸
術
の
源
泉
」と
し
て
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
ま
し

た
。人
と
自
然
が
、信
仰
と
芸
術
を
通
し
て
共
生
す
る
姿
は
、富
士
山
が
持
つ
大
き

な
特
徴
と
い
え
ま
す
。

　
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会
は
こ
う
し
た
文
化
的
な
価
値
を
認
め
、世
界
遺
産

の
登
録
を
決
定
し
ま
し
た
。私
た
ち
日
本
人
に
と
っ
て
大
切
な
富
士
山
は
、世
界
が

守
る
べ
き
か
け
が
え
の
な
い
宝
と

な
っ
た
の
で
す
。

よ
り
良
い
保
全
の
た
め
に

　

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会

は
、世
界
遺
産
登
録
の
決
定
に
当

た
り
、富
士
山
の
保
全
を
さ
ら
に

改
善
す
る
た
め
の
指
摘
・
勧
告
を

行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、建
築
物
の
規
制

強
化
に
関
す
る
も
の
の
ほ
か
①
資

産
の
全
体
構
想
を
策
定
す
る
こ
と

②
下
方
斜
面
の
巡
礼
路
を
特
定
す

る
こ
と
③
上
方
登
山
道
の
収
容
力

を
研
究
し
来
訪
者
管
理
戦
略
を

策
定
す
る
こ
と
④
上
方
登
山
道
の

保
全
手
法
を
定
め
る
こ
と
⑤
来
訪

者
に
対
す
る
情
報
提
供
戦
略
を
策

定
す
る
こ
と
⑥
経
過
観
察
指
標
を

拡
充
強
化
す
る
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
を
受
け
て
県
は
、富
士
五

湖
の
湖
岸
を
含
む
区
域
に
開
発
制

御
や
景
観
保
全
を
す
る
た
め
の
条
例
を
制
定
し
た
り
、富
士
山
の
価
値
を
理
解
し

て
も
ら
う
た
め
の「
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
た
り
し
た
ほ
か
、静

岡
県
と
協
力
し
て
上
方
の
登
山
道
の
収
容
力
を
研
究
し
適
正
な
登
山
者
数
と
な
る

対
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。今
後
も
富
士
山
の
普
遍
的
価
値
を
未
来
へ
残
す
た
め
、

関
係
者
と
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

弾丸登山
山小屋に宿泊せず、夜通しで一気に山頂を目指す
弾丸登山は、様々なリスクを伴うため、大変危険です。

富士山は標高が高く、低圧・低酸素で
あり、体が環境の変化に順応できず、
吐き気、頭痛、めまいなどの症状（高山
病）を引き起こすことがあります。弾丸
登山による睡眠不足で体力が低下し、
高山病のリスクが高まります。

高 山 病

山小屋に宿泊（睡眠・休憩）
ゆとりのある登山計画

山頂では、夏でも最低気温が氷点下
になることがあります。
弾丸登山や日帰り軽装登山は、
体力も低下し、
低体温症のリスクが
高まります。

低体温症

防寒着による調整

山頂付近では、弾丸登山者による
登山渋滞が発生する
可能性があり、混雑に
伴う事故やけがの
発生リスクが
高まります。

登山渋滞

山小屋に宿泊（出発調整）
ガイド付きツアーに参加

弾丸登山では、足元が暗く、
見通しも悪いため、
滑落やけが、
落石事故の
リスクが
高まります。

落石・滑落

宿泊・休憩で集中力キープ
自分の経験・ペースに合った登山
ヘルメットを着用

休息を十分にとり、余裕のあるスケジュールで、
快適・安全な富士登山をお楽しみください。

睡眠や休息を十分にとる

山山梨梨県県立立富富士士山山世世界界遺遺産産セセンンタターー

富士山の疑似登山体験ができる
「「世世界界遺遺産産富富士士山山 」」

展示ガイドシステム
「「ふふじじガガイイドド」」

開館時間 ･ 月
月～ 月 以外の月

休館日 北館 無休
南館 第 火曜日

入館無料

山梨県立富士山世界遺産センター

浮世絵師　葛飾北斎の代表作の一つ、
冨嶽三十六景　凱風快晴（山梨県立博物館蔵）
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　パレスホテル東京（東京都千代田区丸の内1-1-1）では、2022年から実施している「最上質
の日本」の提供を目指し展開する「Essence of Japan」シリーズの一環として、このたび、日本
各地の上質な食文化にスポットを当てるイベントが企画され、その第一弾に、「山梨県」が選
ばれました。
　イベントは、中央葡萄酒株式会社の栽培醸造責任者である三澤彩奈氏、やまなし美食コン
ソーシアムメンバーである、レストラン「La Cueillette（キュイエット）」のオーナーシェフ山田真
治氏と、「TOYOSHIMA」のオーナーシェフの豊島雅也氏、パレスホテル東京のシェフ（総料理
長 齋藤 正敏氏、統括ペストリーシェフ 窪田 修己氏）による一夜限りの特別ディナーとして開
催され、長崎幸太郎山梨県知事のほか、140名が参加し、八ヶ岳湧水鱒や甲州ワインビーフ、
ジビエなどの山梨食材とグレイスワインとのペアリングを楽しみました。

女
性
の
活
躍
推
進
に
向
け
て

「
山
梨
ク
リ
ス
タ
ル
え
る
み
ん
」を
新
設
!

　

山
梨
県
は
、女
性
の
個
性
と
能
力
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
社
会
を
実
現

す
る
た
め
、女
性
の
管
理
職
比
率
の
向
上
や
男
性
の
育
児
休
暇
制
度
の
活

用
を
進
め
る
企
業
を
後
押
し
す
る
、新
た
な
認
定
制
度「
山
梨
ク
リ
ス
タ

ル
え
る
み
ん
」を
今
年
4
月
に
新
設
し
ま
し
た
。「
ク
リ
ス
タ
ル
」は
、山
梨

の
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
水
晶
細
工
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
認
定
制
度「
山
梨
ク
リ
ス
タ
ル
え
る
み
ん
」は
、女
性
の
活
躍
推

進
に
向
け
て
取
り
組
む
企
業
を
後
押
し
す
る
た
め
2
0
1
9
年
か
ら
独

自
に
始
め
た
制
度
で
あ
る「
山
梨
え
る
み
ん
」認
定
制
度
の
認
定
基
準
を

高
め
た
も
の
で
す
。

　

認
定
を
受
け
る
た
め
に
は
、山
梨
え

る
み
ん
は
認
定
要
件
5
項
目
中
3
項

目
に
対
し
て
、山
梨
ク
リ
ス
タ
ル
え
る

み
ん
は
、5
項
目
全
て
を
満
た
し
て
い

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

認
定
基
準
　【
対
象
：
県
内
に
本
社
が

あ
る
企
業
】

①
継
続
勤
務
年
数
、
②
男
性
従
業
員

の
育
児
休
暇
の
取
組
、
③
労
働
時
間

等
と
働
き
方
、
④
女
性
の
管
理
職
比

率
、
⑤
多
様
な
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
ス

　

企
業
に
と
っ
て
も
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

や
優
秀
な
人
材
の
確
保
に
も
繋
が
り
、企
業
が
メ
リ
ッ
ト
を
得
る
こ
と
に

よ
っ
て
、更
に
女
性
の
働
き
や
す
さ
も
前
進
す
る
と
い
う
好
循
環
が
生
ま

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。こ
の
新
設
を
契
機
に
、女
性
活
躍
推
進
に

積
極
的
に
取
り
組
む
優
良
な
企
業
を
更
に
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

第一号
に
株
式
会
社
サ
サ
キ
を
認
定

　
「
山
梨
ク
リ
ス
タ
ル
え
る
み
ん
」の
第
一
号
に
、韮
崎
市
に
あ
る
ハ
ー
ネ

ス・
ケ
ー
ブ
ル
製
造
の
株
式
会
社
サ
サ
キ
が
認
定
さ
れ
、6
月
1
日
に
行

わ
れ
た
認
定
証
交
付
式
で
は
、県
庁
で
長
崎
知
事
か
ら
認
定
証
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

長
崎
知
事
は
、「
人
口
減
少
が
進
む
中
、地
域
が
元
気
で
あ
り
続
け
る
た

め
の
お
手
本
を
示
し
て
く
れ
て
あ
り
が
た
い
。こ
れ
か
ら
も
山
梨
県
の
活

力
の
向
上
に
向
け
て
協
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。こ
れ
に

対
し
て
佐
々
木
啓
二

社
長
は「
男
性
も
女

性
も
安
心
し
て
働
け

る
環
境
を
作
り
、県

外
か
ら
も
来
て
活
躍

し
て
も
ら
え
る
よ
う

な
企
業
に
し
て
い
き

た
い
」と
話
し
て
い
ま

し
た
。

トピックスやまなし

Essence of Japan
– 山梨を堪能する初夏の晩餐 –

パレスホテル東京で開催

【概　　要】 
開催日時
令和5年5月16日（火） 18時30分 開宴
会　　場
パレスホテル東京 4F 宴会場「山吹」

メニュー
・アミューズ ブーシュ（齋藤総料理長）
　杜苑と山梨の野菜達 山梨産山羊のミルクのブランマンジェ

・前  菜（山田シェフ）
　甲斐路シャモと小松菜のショーフロワ

・前  菜（豊島シェフ）
　山のパテアンクルート ジビエ サラダ ピクルス

・魚料理（山田シェフ、豊島シェフ）
　八ヶ岳湧水鱒の低温調理
　アスパラガスとブラッドオレンジ2種のソース

・肉料理（山田シェフ、豊島シェフ）
　甲州ワインビーフフィレ肉のロースト
　キュヴェ三澤赤ワインのエッセンス 山のアクセント

・デザート（窪田シェフ）
　山梨産さくらんぼのデクリネゾン

ワイン
・グレイス ロゼ 2022

・Grace Blanc de Blancs 2015

・あけの 2020
 （グレイスワイン 100周年記念ラベル）

・三澤甲州 2021

・キュヴェ三澤 プライベートリザーブ 2009
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2
0
2
3
年 （
令
和
5
年
） 
4
月
2
日 （
日
）

山
梨
学
院 

セ
ン
バ
ツ
優
勝 

甲
子
園
県
勢
初

　
第
95
回
選
抜
高
校
野
球
大
会
最
終
日
は

1
日
、兵
庫
県
西
宮
市
の
甲
子
園
球
場
で
決

勝
が
行
わ
れ
、山
梨
学
院
が
報
徳
学
園（
兵

庫
）を
7
‒
3
で
破
っ
て
初
優
勝
し
た
。春
夏

を
通
じ
、山
梨
県
勢
が
甲
子
園
大
会
を
制
し

た
の
は
初
め
て
。

　
山
梨
学
院
は
2
点
を
追
う
五
回
に
反
撃

し
た
。1
死
二
、三
塁
か
ら
伊
藤
光
輝
の
左

前
打
で
追
い
付
く
と
、さ
ら
に
一
、二
塁
と
好

機
を
広
げ
て
星
野
泰
輝
の
左
前
打
で
勝
ち

越
し
。続
く
岳
原
陵
河
の
右
中
間
適
時
二
塁

打
、佐
仲
大
輝
の
左
越
え
2
点
本
塁
打
な
ど

で
、一
挙
7
点
を
奪
っ
て
逆
転
し
た
。

　
守
っ
て
は
6
連
投
と
な
っ
た
エ
ー
ス
右
腕
・

林
謙
吾
が
粘
投
し
た
。疲
労
か
ら
制
球
が
乱

れ
、四
回
に
ボ
ー
ク
と
6
番
打
者
に
中
前
適

時
打
を
許
し
て
2
点
を
失
っ
た
が
そ
の
後
は

要
所
を
締
め
る
ピ
ッ
チ
ン
グ
。準
決
勝
ま
で

4
戦
連
続
2
桁
安
打
だ
っ
た
報
徳
学
園
を

6
安
打
に
封
じ
、完
投
し
た
。

　
山
梨
学
院
は
昨
秋
の
関
東
大
会
で
県
勢

24
年
ぶ
り
と
な
る
優
勝
を
飾
っ
た
。2
年
連

続
6
度
目
の
出
場
と
な
っ
た
今
大
会
は
、開

幕
試
合
と
な
る
1
回
戦
で
東
北（
宮
城
）に

競
り
勝
つ
と
、2
回
戦
で
21
世
紀
枠
で
出
場

の
氷
見（
富
山
）に
快
勝
し
て
学
校
初
と
な

る
甲
子
園
2
勝
を
達
成
し
た
。

　
3
回
戦
で
光（
山
口
）、準
々
決
勝
で
作

新
学
院（
栃
木
）に
快
勝
し
、準
決
勝
は
広
陵

（
広
島
）に
6
‒
1
で
勝
利
し
た
。準
々
決

勝
か
ら
は
甲
子
園
優
勝
経
験
の
あ
る
学
校

と
の
対
戦
が
続
い
た
が
、エ
ー
ス
右
腕
・
林
を

中
心
と
し
た
守
り
と
、強
力
打
線
が
力
を
発

揮
し
頂
点
に
た
ど
り
着
い
た
。

　
今
大
会
は
5
年
に
1
度
の
記
念
大
会
と

し
て
通
常
よ
り
4
校
多
い
36
校
が
参
加
。声

を
出
し
て
の
応
援
が
解
禁
さ
れ
、観
客
数
の

上
限
も
な
く
な
り
、最
終
日
は
3
万
人
が
声

援
を
送
っ
た
。

2
0
2
3
年 （
令
和
5
年
）6
月
1
日 （
木
）

シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
が
談
露
館
取
得

フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
に
転
換

　
菓
子
製
造
販
売
な
ど
を
手
が
け
る
シ
ャ

ト
レ
ー
ゼ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス（
H
D
、甲
府

市
下
曽
根
町
、斉
藤
貴
子
社
長
）は
31
日
、ホ

テ
ル
運
営
の
談
露
館（
甲
府
市
丸
の
内
1
丁

目
、中
沢
厚
男
社
長
）の
株
式
を
1
日
付
で

取
得
し
、子
会
社
化
す
る
と
発
表
し
た
。ホ

テ
ル
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
従
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
関

連
か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
に
転
換
し
て
運
営
す

る
。シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
の
菓
子
を
提
供
す
る
カ

フ
ェ
な
ど
を
整
備
す
る
予
定
で
、本
年
度
中

の
改
装
完
了
を
目
指
す
。

　
シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
H
D
に
よ
る
と
、新
名
称
は

「
シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
ホ
テ
ル
　
談
露
館
」。中
沢

社
長
は
退
任
し
、6
月
1
日
付
で
斉
藤
社
長

が
子
会
社
の
社
長
を
兼
任
。談
露
館
の
従
業

員
の
雇
用
は
維
持
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
新
談
露
館
の
構
想
で
は
、シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ

の
菓
子
を
提
供
す
る
カ
フ
ェ
を
入
り
口
付

近
に
整
備
。ガ
ラ
ス
窓
を
通
し
て
外
か
ら
カ

フ
ェ
が
見
え
る
よ
う
に
し
、宿
泊
客
以
外
の

利
用
も
見
込
む
。系
列
の
ホ
テ
ル
で
も
好
評

と
い
う
鉄
板
焼
き
を
提
供
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン

も
導
入
す
る
。チ
ェッ
ク
イ
ン
の
際
に
は
ウ
エ

ル
カ
ム
デ
ザ
ー
ト
を
提
供
す
る
な
ど「
家
族

で
食
事
や
デ
ザ
ー
ト
を
楽
し
め
る
施
設
を

目
指
す
」（
斉
藤
社
長
）と
い
う
。

　
高
品
質
の
料
理
の
提
供
や
ワ
イ
ン
の
充
実

を
図
り
、こ
れ
ま
で
利
用
が
多
か
っ
た
宴
会

需
要
の
さ
ら
な
る
取
り
込
み
も
目
指
す
。一

部
改
装
す
る
が
、休
館
せ
ず
に
進
め
る
。各

種
料
金
の
見
直
し
も
行
う
予
定
。

　
斉
藤
社
長
は「
談
露
館
の
格
式
は
維
持
し

つ
つ
、良
い
サ
ー
ビ
ス
を
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に

提
供
す
る
。こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
ホ
テ
ル

事
業
や
菓
子
製
造
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
、新
た
な
価
値
を
生
み
出
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

　
談
露
館
は
1
8
8
7
年
創
業
の
老
舗
ホ

テ
ル
で
、伊
藤
博
文
な
ど
歴
代
首
相
も
宿
泊

し
た
と
さ
れ
る
。2
0
1
1
年
に
は
、ホ
テ
ル

や
リ
ゾ
ー
ト
運
営
を
手
が
け
る
都
内
の
企

業
と
3
年
間
限
定
で
提
携
し
、コ
ス
ト
削
減

や
稼
働
計
画
の
見
直
し
な
ど
に
努
め
て
き

た
が
、コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
赤
字
が
続
く
な
ど

債
務
超
過
に
陥
っ
て
い
た
。

　
談
露
館
側
の
担
当
者
は「
事
業
の
継
続
や

雇
用
の
維
持
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
た

い
。新
し
い
談
露
館
を
多
く
の
方
に
利
用
し

て
ほ
し
い
」と
話
し
た
。

2
0
2
3
年 （
令
和
5
年
） 

5
月
17
日 （
水
）

富
士
山
山
小
屋
に
予
約
殺
到 

「
弾
丸
登
山
」を
懸
念

　
夏
の
富
士
登
山
に
向
け
、吉
田
口
登
山
道

沿
い
の
山
小
屋
へ
の
宿
泊
予
約
が
殺
到
し
、

山
小
屋
関
係
者
か
ら「
弾
丸
登
山
」急
増
の

懸
念
が
出
て
い
る
。今
夏
は
富
士
山
の
世
界

文
化
遺
産
登
録
10
年
に
当
た
り
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
が

5
類
と
な
っ
て
初
め
て
迎
え
る
夏
山
だ
が
、

各
山
小
屋
は
感
染
症
対
策
で
収
容
人
数
の

縮
小
を
維
持
し
て
い
て
、「
需
要
過
多
」が
生

じ
る
と
予
測
。山
小
屋
を
利
用
で
き
ず
、夜

間
に
一
気
に
山
頂
を
目
指
す
弾
丸
登
山
者

が
増
え
る
と
警
戒
す
る
。山
小
屋
関
係
者
は

16
日
の
総
会
で
山
梨
県
や
富
士
吉
田
市
に
、

弾
丸
登
山
の
対
策
を
取
る
よ
う
要
望
書
の

提
出
に
踏
み
切
っ
た
。

　「
弾
丸
登
山
者
が
増
え
る
の
を
危
惧
し
て

い
る
。対
策
を
お
願
い
し
た
い
」。16
日
、富

士
吉
田
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
山
小

屋
経
営
者
や
行
政
担
当
者
が
集
ま
っ
た
総

会
で
、山
小
屋
16
軒
な
ど
で
つ
く
る
富
士
山

吉
田
口
旅
館
組
合
の
中
村
修
組
合
長
が
県
、

市
、環
境
省
の
担
当
者
に
要
望
書
を
手
渡
し

た
。

　
組
合
に
よ
る
と
、5
月
以
降
、山
小
屋
へ

の
宿
泊
予
約
が
殺
到
。吉
田
口
登
山
道
沿
い

の
山
小
屋
で
は
同
月
上
旬
に
ネ
ッ
ト
を
中
心

と
し
た
予
約
受
け
付
け
を
開
始
。瞬
く
間
に

予
約
が
埋
ま
り
、電
話
も
一
日
中
鳴
り
続
け

た
。開
山
期
間
中
の
予
約
は
ほ
ぼ
満
室
で
、

海
外
か
ら
の
予
約
が
3
割
近
く
を
占
め
る
。

担
当
者
は「
か
つ
て
な
い
早
さ
。間
も
な
く
空

き
が
な
く
な
る
だ
ろ
う
」と
話
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、各
山
小
屋
は
こ
の
2
シ
ー

ズ
ン
、就
寝
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
個
室
化
な

ど
、従
来
よ
り
も
収
容
人
数
を
半
分
程
度
に

す
る
感
染
対
策
を
取
り
、快
適
な
宿
泊
環
境

の
整
備
に
努
め
て
き
た
。新
型
コ
ロ
ナ
は「
5

類
」へ
と
移
行
さ
れ
た
が
、山
小
屋
関
係
者
は

「
長
い
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て『
当
た
り
前
』の

環
境
に
な
っ
た
。コ
ロ
ナ
前
に
戻
す
こ
と
は
で

き
ず
、維
持
す
べ
き
も
の
だ
」と
話
す
。

　
山
小
屋
関
係
者
が
今
シ
ー
ズ
ン
の
増
加

を
懸
念
す
る
弾
丸
登
山
者
は
、市
に
よ
る

と
、コ
ロ
ナ
前
の
5
年
間
は
全
登
山
者
の
5

〜
7
%
だ
っ
た
が
、2
0
2
1
、22
年
は
約

2
・
5
%
に
減
っ
た
。弾
丸
登
山
は
、低
体
温

症
や
け
が
へ
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
、傷
病
者

対
応
で
、救
護
所
の
負
担
増
も
危
惧
さ
れ

る
。登
山
者
の
急
増
で
落
石
の
恐
れ
も
出
て

く
る
。中
村
組
合
長
は「
記
念
の
年
に
富
士

登
山
の
付
加
価
値
を
下
げ
る
よ
う
な
事
態

が
起
き
て
は
な
ら
な
い
。行
政
に
は
抜
本
的

な
対
策
を
お
願
い
し
た
い
」と
語
る
。

　
県
世
界
遺
産
富
士
山
課
の
笠
井
利
昭
課

長
は
総
会
後
の
取
材
に
、富
士
ス
バ
ル
ラ
イ

ン
の
マ
イ
カ
ー
規
制
中
、バ
ス
の
通
行
を
夜

間
は
不
可
と
し
、山
梨
、静
岡
両
県
、環
境

省
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
で
弾
丸
登
山
の

自
粛
を
呼
び
か
け
る
な
ど
の
対
策
を
説
明
。

た
だ
登
山
者
の
制
限
は「
入
山
、登
山
の
自

由
が
あ
る
」と
否
定
的
な
考
え
を
示
し
た
。

堀
内
茂
市
長
は
16
日
の
取
材
に
対
し
、登
山

道
へ
の
流
入
規
制
の
必
要
性
に
つ
い
て
指
摘
。

「
安
心
、安
全
な
登
山
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況

だ
。人
数
規
制
な
ど
も
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。適
正
な
管
理
が
必
要
」と
話
し
、今

後
、登
山
道
を
管
理
す
る
県
と
協
議
す
る
方

針
を
明
か
し
た
。

2
0
2
3
年 （
令
和
5
年
） 

6
月
3
日 （
土
）

県
内
8
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
最
高
賞 

日
本
ア
ワ
ー
ド

山
梨
が
最
多
獲
得

　
優
れ
た
日
本
ワ
イ
ン
を
醸
造
し
て
い
る
ワ

イ
ナ
リ
ー
を
表
彰
す
る「
日
本
ワ
イ
ナ
リ
ー

ア
ワ
ー
ド
2
0
2
3
」（
日
本
ワ
イ
ナ
リ
ー

ア
ワ
ー
ド
協
議
会
主
催
）で
、県
内
の
8
ワ

イ
ナ
リ
ー
が
最
高
賞
の「
5
つ
星
ワ
イ
ナ

リ
ー
」を
受
賞
し
た
。都
道
府
県
別
で
5
つ

星
ワ
イ
ナ
リ
ー
数
は
山
梨
が
最
多
。2
日
に

東
京
都
内
で
審
査
発
表
と
授
賞
式
が
行
わ

れ
た
。

　
全
国
3
1
9
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
対
象
に
品

質
や
個
性
、コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
を

基
準
に
審
査
。「
多
く
の
銘
柄
・
ヴ
ィ
ン
テ
ー

ジ
に
お
い
て
傑
出
し
た
品
質
の
ワ
イ
ン
を
生

み
出
す
」と
し
て
、16
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
5
つ
星

に
選
出
し
た
。

　
県
内
か
ら
は
勝
沼
醸
造
、機
山
洋
酒
工

業
、キ
ス
ヴ
ィ
ン
ワ
イ
ナ
リ
ー
、シ
ャ
ト
ー
・

メ
ル
シ
ャ
ン
、ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
酒
造
、中
央

葡
萄
酒
、丸
藤
葡
萄
酒
工
業（
い
ず
れ
も
甲

州
市
）、サ
ン
ト
リ
ー
登
美
の
丘
ワ
イ
ナ
リ
ー

（
甲
斐
市
）が
選
ば
れ
、全
体
の
半
数
を
占

め
た
。こ
の
ほ
か
の
5
つ
星
は
山
形
県
3
、北

海
道
と
長
野
県
各
2
、大
分
県
1
だ
っ
た
。

　
5
つ
星
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
代
表
し
て
、機
山

洋
酒
工
業
の
土
屋
由
香
里
さ
ん
が「
自
分
た

ち
が
苦
労
、努
力
し
て
き
た
こ
と
は
間
違
い

で
は
な
か
っ
た
と
い
う
ご
褒
美
を
も
ら
っ
た

よ
う
な
気
持
ち
で
感
謝
し
か
な
い
」と
あ
い

さ
つ
し
た
。

　
審
議
委
員
長
で
ワ
イ
ン
評
論
家
の
遠
藤

利
三
郎
さ
ん
は「
日
本
の
ワ
イ
ン
は
愛
好
家

の
支
持
を
受
け
て
、消
費
量
も
ワ
イ
ナ
リ
ー

数
も
増
え
て
い
る
。素
晴
ら
し
さ
を
多
く
の

人
に
知
っ
て
ほ
し
い
」と
話
し
た
。

記事提供
山梨日日新聞
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始
め
と
し
た
町
の
偉
大
な
先
人
た
ち
の
業
績
を

偲
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と
て
も
有
意
義
な

ひ
と
時
を
皆
で
共
有
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
私
は
、
昨
年
7
月
の
総
会
で
会
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
ま
た
富
士
川
町
の
望
月
町
長
も

昨
年
就
任
し
た
ば
か
り
で
す
。
実
は
、
私
た
ち

は
同
じ
中
学
の
同
級
生
で
あ
り
共
に
遊
ん
だ
53

歳
同
士
で
す
。
こ
の
信
頼
関
係
を
基
本
と
し

て
、
会
と
町
と
の
連
携
を
更
に
進
め
、
人
口
減

少
、
高
齢
化
な
ど
、
今
直
面
し
て
い
る
厳
し
い

現
実
に
、
ど
の
様
に
対
応
し
て
い
く
か
を
考
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
首
都
圏
富
士
川
会
は
、
豊
か
な
経
験
と
実
行

力
を
お
持
ち
で
あ
る
県
人
会
連
合
会
の
諸
先
輩

の
皆
さ
ま
か
ら
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
着
実
に
活
動
し
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
よ
ろ
し
く
ご
指
導
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（
会
長
　
澤
登
拓
様
　
寄
稿
）

山
梨
県
人
会
連
合
会
青
年
部
総
会（
ほ
う

と
う
会
）が
4
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
約

1
0
0
名
が
参
集

令
和
5
年
5
月
17
日
、新
型
コ
ロ
ナ
が
5
類

に
移
行
さ
れ
て
以
降
初
め
て
の
連
合
会

行
事
と
な
る
青
年
部
の
総
会（
愛
称
ほ
う
と
う

会
）が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
富
国
生
命
ビ
ル
28

階
の
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
約
1
0
0
名
が
参
集

し
た

　
始
め
に
司
会
進
行
も
務
め
た
小
林
央
青
年
部

長
か
ら
2
0
2
0
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

蔓
延
開
始
以
降
、
3
年
に
わ
た
り
活
動
休
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
恒
例
の
総
会
・
忘
年
会
が
開

催
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
本
年
に
な
っ
て
よ
う

や
く
収
束
の
兆
し
が
見
え
、
国
の
取
り
扱
い
も

5
類
に
移
行
し
た
こ
と
に
伴
い
、
感
染
防
止
の

観
点
か
ら
飲
み
物
や
食
べ
物
な
ど
は
従
来
よ
り

は
少
し
縮
小
し
た
形
で
4
年
ぶ
り
と
な
る
総
会

を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
当
初
は
70
名
ほ
ど
の
参

加
申
し
込
み
で
あ
っ
た
が
本
日
約
1
0
0
名
の

皆
さ
ん
に
参
集
し
て
い
た
だ
き
前
回
2
0
1
9

年
に
匹
敵
す
る
参
加
人
数
と
な
っ
た
こ
と
な
ど

が
報
告
さ
れ
た
。
続
い
て
山
梨
県
人
会
連
合
会

の
清
水
喜
彦
会
長
が
挨
拶
を
行
い
、
「
3
年

前
に
連
合
会
の
会
長
を
弦
間
前
会
長
か
ら
引
き

継
い
で
以
来
、
こ
の
ほ
う
と
う
会
に
出
席
す
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
き
た
が
や
っ
と
実
現
し

た
。
私
は
就
任
以
来
一
貫
し
て
県
人
会
の
目
的

は
県
人
同
士
が
親
睦
を
深
め
る
こ
と
と
郷
土
山

梨
の
た
め
に
何
ら
か
の
貢
献
を
す
る
こ
と
と
述

べ
て
き
た
が
こ
の
先
行
き
不
透
明
な
時
代
に
お

い
て
は
正
確
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
何
よ
り
も

重
要
と
な
る
。
本
日
も
様
々
な
分
野
の
幅
広
い

年
齢
の
方
に
ご
参
集
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で

多
数
の
方
と
交
流
し
て
異
業
種
や
先
輩
の
方
か

ら
貴
重
な
情
報
を
得
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た

6
月
4
日
に
は
連
合
会
の
総
会
を
京
王
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
で
開
催
す
る
。
そ
こ
に
は
長
崎
知
事
は

じ
め
様
々
な
分
野
、
年
齢
の
山
梨
ゆ
か
り
の
皆

さ
ん
が
参
集
す
る
の
で
こ
う
し
た
機
会
を
ぜ
ひ

活
用
し
て
頂
き
た
い
」
と
県
人
会
活
動
の
効
用

を
述
べ
た
。
次
い
で
連
合
会
の
事
業
委
員
長
を

務
め
る
飯
島
登
美
夫
副
会
長
か
ら
、
6
月
22
日

に
開
催
す
る
「
ク
ー
ル
Ⓣ
や
ま
な
し
事
業
」
の

第
1
弾
「
甲
州
人
・
先
人
達
の
偉
業
を
訪
ね
て

＝
根
津
嘉
一
郎
翁
の
巻
」
に
つ
い
て
、
根
津
翁

が
開
設
し
た
武
蔵
高
校
、
東
武
鉄
道
が
手
掛
け

た
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
、
根
津
翁
が
収
集
し
た

美
術
品
を
展
示
す
る
根
津
美
術
館
を
回
る
コ
ー

ス
の
バ
ス
ツ
ア
ー
の
P
R
が
行
わ
れ
た
。
続
い

て
、
山
梨
県
か
ら
提
供
さ
れ
た
甲
州
種
ワ
イ
ン

な
ど
に
よ
る
乾
杯
が
4
月
に
着
任
し
た
山
梨
県

東
京
事
務
所
の
瀧
本
勝
彦
所
長
の
発
声
で
行
わ

れ
て
懇
談
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
交
流
も
佳
境
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
お
な
じ

み
の
P
R
コ
ー
ナ
ー
が
実
施
さ
れ
、
口
火
を

切
っ
た
甲
州
市
在
住
の
鏡
餅
仙
三
さ
ん
の
甲
州

ワ
イ
ン
の
ボ
ト
ル
を

使
っ
た
曲
芸
に
会
場

が
沸
き
、
続
い
て
山

梨
を
拠
点
に
活
動
す

る
「
み
ほ
と
け
」
さ

ん
が
自
己
の
活
動
を

P
R
す
る
と
、
県
内

甲
斐
市
山
梨
県
人
会
第
1
回
理
事
会

令
和
5
年
度
の
甲
斐
市
山
梨
県
人
会
理
事

会
が
4
月
28
日（
金
）午
後
5
時
か
ら
都

内
で
開
催
さ
れ
、飯
窪
光
隆
会
長
以
下
8
名
が

出
席
し
ま
し
た

　
昨
年
は
、
3
年
ぶ
り
に
対
面
で
の
総
会
を
開

催
す
る
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
落
ち
着
き
つ
つ
あ
る
状
況
下
、
少
し
ず
つ
活

動
を
再
開
い
た
し
ま
し
た
。
事
務
局
か
ら
は
、

令
和
4
年
度
の
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
に
続

き
、
令
和
5
年
度
の
事
業
計
画
及
び
予
算
、
さ

ら
に
は
第
9
回
を
迎
え
る
総
会
の
内
容
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
協
議
の
結
果
、
今

年
度
の
総
会
に
つ
い
て
は
、
7
月
2
日
（
日
）

午
前
11
時
半
か
ら
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ

谷
で
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
ま

た
、
総
会
後
に
行
わ
れ
る
懇
親
会
の
内
容
に
つ

い
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
来
場
者
に
楽
し
ん

で
頂
け
る
よ
う
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な
っ
て
い

た
恒
例
事
業
の
4
年
ぶ
り
実
施
の
ほ
か
、
甲
斐

市
特
産
品
販
売
ブ
ー
ス
の
設
置
な
ど
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　
会
員
交
流
事
業
と
し
て
例
年
実
施
し
て
い
る

山
梨
ク
ィ
ー
ン
ビ
ー
ズ
応
援
事
業
に
つ
い
て

は
、
本
年
度
も
引
き
続
き
実
施
す
る
方
針
と
な

り
、
併
せ
て
、
郷
土
力
士
で
あ
る
竜
電
関
応
援

事
業
を
再
開
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
理
事

会
後
の
懇
親
会
で
は
、
役
員
同
士
の
近
況
報
告

等
、
様
々
な
情
報
交
換
が
行
わ
れ
、
非
常
に
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
甲
斐
市
山
梨
県
人
会
で
は
、
引
き
続
き
甲
斐

市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
の
入
会
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
是
非
、

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

電
話
　
0
5
5
・
2
6
7
・
7
2
2
3

首
都
圏
富
士
川
会
第
43
回
総
会
懇
親
会

“
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
タ 

i
n 

ふ
じ
か
わ
2
0
2
3
”

と
し
て
地
元
富
士
川
町
で
開
催

　
首
都
圏
富
士
川
会
は
、
5
月
14
日
（
日
）

に
、
地
元
富
士
川
町
の
は
く
ば
く
文
化
ホ
ー
ル

に
於
い
て
総
会
懇
親
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
今
回
は
町
に
住
ん
で
い
る
人
と
、
町
の
出

身
者
と
が
一
堂
に
会
し
て
親
睦
を
図
り
町
の
活

性
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
し
て
「
ふ

る
さ
と
フ
ェ
ス
タ
･
･
･
･
」
と
し
て
富
士
川

会
と
富
士
川
町
の
共
催
で
行
い
ま
し
た
。

　
山
梨
県
人
会
連
合
会
の
清
水
喜
彦
会
長
、
山

梨
県
の
石
寺
淳
一
知
事
政
策
局
長
他
の
皆
さ
ま

に
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
模

様
で
し
た
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
熱
意
も
あ
っ

て
、
約
3
0
0
名
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
盛

大
に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
中
で

も
今
回
力
を
入
れ
ま
し
た
の
は
、
地
元
の
小
中

学
校
の
生
徒
さ
ん
を
対
象
に
「
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
」
を
開
催
し
た
こ
と
で
す
。
町
の
教
育
委

員
会
に
お
願
い
し
て
、
「
私
の
好
き
な
富
士
川

町
」
と
題
し
た
絵
を
募
集
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
中
に
は
冬
休
み
の
宿
題
に
し
て
い
た
だ
い

た
学
校
も
あ
り
ま
し
た
。
全
部
で
3
6
4
人
か

ら
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
で
7
名
の
方
に
優
秀

賞
を
差
し
上
げ
ま
し
た
。
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん

が
、
町
の
中
で
、
こ
こ
が
私
の
好
き
な
と
こ

ろ
、
と
い
う
場
面
を
描
い
て
く
れ
ま
し
て
、
そ

の
素
直
な
飾
り
気
の
な
い
絵
は
、
こ
れ
が
ま
さ

に
富
士
川
町
の
今
の
姿
だ
と
思
え
ま
す
し
、
こ

の
景
色
を
残
し
て
い
き
た
い
と
、
改
め
て
思
い

ま
し
た
。

　
ま
た
懇
親
会
の
後
に
は
、
新
ら
し
く
で
き
た

富
士
川
町
歴
史
文
化
館
「
塩
の
華
」
を
バ
ス
で

訪
れ
、
富
士
川
舟
運
の
実
態
や
、
石
橋
湛
山
を



「やまなし農業の未来を紡ぐ
６つのストーリー」をご覧ください

全
国
に
先
駆
け
た
取
り
組
み
も
始
め
て
い
ま
す

恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
お
い
し
く
育
つ

食
べ
る
人
の
笑
顔
を
い
つ
も
想
像
し
な
が
ら

や
ま
な
し
の
未
来
を
ど
こ
よ
り
も

品
質
を
高
め
る
工
夫
を
重
ね
て
い
ま
す

持
続
可
能
な
社
会
を
め
ざ
し

や
ま
な
し
の
農
畜
水
産
物

お
い
し
い
未
来
に
す
る
た
め
に

「
お
い
し
さ
の
先
を
行
く
」

お問い合わせは 山梨県 農政部 販売・輸出支援課 TEL:055-223-1602

山梨県では恵まれた自然環境のもと、高品質なブランドづくりだけでなく、SDGsの実現に向けた施策や

県オリジナル品種の開発、食の安心・安全のためのアクションなど、「やまなし」ならではのさまざまな取り組みを行っています。

このような「やまなし」ならではの農畜水産物を「おおいいししいい未未来来へへ ややままななしし」」として発信していきます。

やまなしのおいしい未来にどうぞご期待ください！

Party &  Information
首都圏で催された集いや情報を紹介しています
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企
業
の
東
京
支
社
な
ど
で
働
く
若
手
の
参
加
者

や
女
性
起
業
家
な
ど
が
次
々
と
マ
イ
ク
を
握
っ

て
P
R
や
営
業
活
動
の
宣
伝
な
ど
が
行
わ
れ
、

予
定
の
2
時
間
を
大
幅
に
超
え
て
閉
会
し
た
。

足
立
区
山
梨
県
人
会

4
年
ぶ
り
の
再
会
は
喜
び
に
満
ち
絆
も
深

ま
る
会
と
な
り
ま
し
た

　
令
和
5
年
5
月
28
日
、
山
梨
県
東
京
事
務
所

長 

瀧
本
勝
彦
様
、
県
人
会
連
合
会
会
長
代
行
中

込
勝
子
様
は
じ
め
数
名
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
を

賜
り
、
足
立
区
山
梨
県
人
会
第
75
回
総
会
・
懇

親
会
を
開
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
為
3

回
の
総
会
を
休
会
し
て

き
ま
し
た
の
で
久
し
ぶ

り
の
総
会
は
会
員
に

と
っ
て
は
誠
に
嬉
し
い

再
会
で
し
た
。
空
白
の

4
年
間
は
、
会
員
の
皆

様
に
も
い
ろ
い
ろ
変
化

が
有
り
参
加
人
数
も
30

数
名
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
欠
席
し
た
会
員
の
安
否
を
気
に
し
な
が
ら
も

次
第
に
何
時
も
の
明
る
い
陽
気
な
仲
間
に
な

り
、
踊
り
を
鑑
賞
し
た
り
、
カ
ラ
オ
ケ
や
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
に
興
じ
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　
75
年
の
歴
史
を
持
つ
当
会
は
郷
土
山
梨
を
愛

し
、
一
致
団
結
し
会
員
の
親
睦
を
図
る
事
を
目

的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
会
の
一
番
の
自

慢
は
組
織
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
事
で
す
。

　
地
域
を
六
支
部
に
分
け
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
長

さ
ん
が
支
部
の
会
員
の
様
子
を
連
絡
し
合
い
友

好
を
深
め
て
い
ま
す
。
各
支
部
長
さ
ん
の
活
動

は
コ
ロ
ナ
渦
で
あ
っ
て
も
定
期
的
に
役
員
会
を

開
催
し
会
員
の
状
況
を
連
絡
し
あ
い
75
回
総
会

ま
で
繋
い
で
く
れ
ま
し
た
。

　
会
員
が
さ
ら
に
元
気
に
な
っ
て
頂
く
た
め
、

今
年
は
楽
し
い
行
事
を
計
画
し
よ
う
、
そ
の
た

め
に
は
、
も
っ
と
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
声
を
か

け
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
前
の
様
な
活
動
を
し

た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
高
齢
化
に

伴
う
会
員
数
の
減
少
は
否
め
な
い
事
実
で
有

り
ま
す
が
、
今
で
き
る
こ
と
は
会
員
の
一
人
一

人
が
健
康
で
長
生
き
出
来
る
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
に
今
年
度
は
ど
ん
な
活
動
が
良
い
の
か
皆

で
考
え
て
実
行
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
再
会
で
き
た
喜
び
が
強
い
絆
と
な
り
本
会
の

さ
ら
な
る
発
展
に
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
心
よ

り
願
っ
て
い
ま
す
。

（
会
長
　
依
田
忠
好
様
　
寄
稿
）

単位団体（地区会）の開催予定行事　2023年6月23日現在
日 　 時 開　催　会　合　名 会　場
6月30日 中央市山梨県人会総会·懇親会 ホテルグランドヒル市ヶ谷

7月  1日 市川三郷町ゆかりの会「りんどう」総会·懇親会 ホテル東京ガーデンパレス

7月  2日 甲斐市山梨県人会総会·懇親会 ホテルグランドヒル市ヶ谷

7月  2日 北杜高校東京同窓会総会·懇親会 アルカディア市ヶ谷

7月  8日 甲府中学·甲府一高東京同窓会総会·懇親会 京王プラザホテル

7月22日 首都圏山梨市県人会総会·懇親会 フルーツパーク富士屋ホテル

8月20日 港区山梨県人会総会·懇親会 八王子日本閣

8月26日 第30回　女性の会総会·懇親会 アルカディア市ヶ谷



連
合
会
の
動
き
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2
　
挨
拶
　
清
水
喜
彦
委
員
長

3
　
議
事
　
議
長
　
清
水
喜
彦
委
員
長

 

（
1
）
加
盟
団
体
の
現
状
に
つ
い
て
　
　

①
県
人
会
連
合
会
の
概
要

②
単
位
団
体
の
加
盟
・
休
止
・
解
散
の
状
況

（
2
）
今
後
の
組
織
活
性
化
方
策
に
つ
い
て

・
事
務
局
か
ら
資
料
に
よ
り
単
位
団
体
の
現
状
と
最

近
5
年
間
の
解
散
・
休
止
・
新
規
加
盟
等
の
状
況
を

説
明
。
資
料
に
よ
り
休
会
中
の
団
体
や
高
校
同
窓
会

の
う
ち
未
加
盟
の
団
体
へ
の
働
き
か
け
方
法
等
に
つ

い
て
自
由
討
議
を
行
い
次
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ

た
。

・
各
単
位
団
体
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
か
会
員

数
や
役
員
の
状
況
等
の
現
状
把
握
が
必
要

・
千
代
田
区
県
人
会
の
再
開
に
向
け
て
千
代
田
区
内

の
県
関
係
者
へ
の
コ
ン
タ
ク
ト
を
行
う

・
高
校
同
窓
会
の
力
を
借
り
て
山
梨
か
ら
首
都
圏
に

出
て
来
る
若
者
に
声
を
掛
け
る
必
要
が
あ
る

・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
す
る
若
者
へ
の
支
援
の
動
き
は

様
々
あ
る
の
で
関
係
者
か
ら
情
報
・
協
力
を
得
る
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

・
今
後
組
織
委
員
会
を
中
心
に
検
討
し
、
情
報
収
集

や
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
を
確
認
。

（
3
）
そ
の
他

4
　
閉
会
（
17
時
30
分
に
閉
会
）

〇
第
1
回
広
報
委
員
会
　

【
日
　
時
】
令
和
5
年
4
月
26
日
1
（
水
）
8
時
00

分
〜
20
時
00
分

【
場
　
所
】
山
梨
県
東
京
事
務
所
会
議
室

【
出
席
者
】
委
員
長
・
副
委
員
長
・
委
員
4
名
・
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
2
名

1
　
開
会

2
　
挨
拶
　
委
員
長
　
山
下
昌
彦

3
　
議
題

（
1
）	

開
花
号
発
行
報
告

・
1
2
0
0
部
（
定
期
発
送
6
9
3
部
、
単
位
団
体

役
員
用
特
別
配
布
分
3
7
5
部
）

（
2
）
盛
夏
号
編
集
会
議

①
誌
面
の
構
成
案

〇
表
紙
写
真
「
山
梨
の
盛
夏
の
風
景
」
観
光
推
進
機

構
依
頼

〇
特
集
記
事
（
8
頁
）

・
第
74
回
総
会
特
集

〇
リ
ン
ケ
ー
ジ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
4
頁
）

・
中
込
勝
子
氏
（
富
士
川
町
出
身
、
現
役
最
高
齢
女

性
税
理
士
）

〇
ト
ピ
ッ
ク
ス
や
ま
な
し
〈
山
梨
県
の
ペ
ー
ジ
〉

（
4
頁
）

・
特
集
（
県
内
情
報
）

広
聴
広
報
グ
ル
ー
プ

（
3
頁
）

・
や
ま
な
し
観
光
情

報
・
観
光
振
興
課
（
1

頁
）

〇
ド
ク
タ
ー
望
月
の
山

梨
ト
リ
ビ
ア
④
　
「
山

梨
が
天
下
を
取
る
理

由
」
（
1
頁
）

〇
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
す

る
若
者
た
ち
「
山
梨
か

ら
未
来
を
創
る
」
③

（
2
頁
）

〇
「
富
士
の
国
」
の
話
題
か
ら
（
2
頁
）
　
記
事
提

供
＝
山
梨
日
日
新
聞
社
　

〇
パ
ー
テ
ィ
ー
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
3
頁
）

〇
連
合
会
の
動
き
（
4
頁
）

〇
連
合
会
だ
よ
り
、
お
知
ら
せ
（
1
頁
）

・
編
集
後
記
（
山
下
委
員
長
）

〇
が
ん
ば
れ
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府

〇
が
ん
ば
れ
ク
イ
ン
ビ
ー
ズ

〇
ク
リ
ー
ン
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
山
梨

〇
広
告
　
・
サ
ン
ト
リ
ー
酒
類
・
山
梨
県
・
サ
ン
リ

オ
・
ホ
テ
ル
東
京

②
紙
面
割
　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
誌
面
割
案
　
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案

（
3
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
計
画

・
杉
田
委
員
、
長
谷
部
委
員
か
ら
更
新
計
画
の
概
要

を
説
明
。
今
後
8
月
ま
で
に
デ
ザ
イ
ン
案
等
を
作
成

し
各
委
員
が
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
て
随
時
意
見
を

聴
取
、
次
回
委
員
会
で
成
案
と
す
る
。

4
　
閉
会
（
20
時
00
分
）

〇
第
1
回
事
業
委
員
会

【
日
　
時
】
令
和
5
年
5
月
16
日
（
月
）
16
時
00
分

〜
17
時
30
分

【
場
　
所
】
株
式
会
社
内
藤
ハ
ウ
ス
　
会
議
室

【
出
席
者
】
委
員
長
・
委
員
4
名
、
（
う
ち
1
名

W
e
b
参
加
）
、
事
業
委
員
会
　
事
務
局
1
名
、

東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
　

2
名

1
　
開
会
　

2
　
挨
拶
　
委
員
長
　
飯
島
登
美
夫

3
　
議
事
　

〇
新
規
加
盟

・
都
留
高
校
同
窓
会
東
都
折
鶴
会
（
河
内
成
幸
会
長
＝

　
常
任
理
事
）
令
和
5
年
3
月
13
日

・
吉
田
高
校
首
都
圏
同
窓
会
（
渡
辺
弘
之
代
表
＝
常
任

　
理
事
）
令
和
5
年
5
月
19
日

・
首
都
圏
大
月
市
会
（
高
杉
暢
也
会
長
＝
常
任
理
事
）

　
令
和
5
年
5
月
21
日

〇
令
和
5
年
度
予
算
会
議
　

【
日
　
時
】
令
和
5
年
4
月
19
日
（
水
）
午
後
4
時

〜
午
後
4
時
57
分

【
場
　
所
】
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
　

7
階
　
雲
取

【
出
席
者
】
清
水
喜
彦
会
長
、
中
込
勝
子
会
長
代
行
、

中
村
芳
文
総
務
委
員
長
、
飯
島
登
美
夫
事
業
委
員

長
、
山
下
昌
彦
広
報
委
員
長
、
佐
野
公
哉
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
委
員
長
、
古
谷
誠

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
委
員

長
、
矢
崎
弘
直
会
計
、
小

佐
野
隆
正
監
事
（
代
理
　

長
坂
恒
久
）
、
事
務
局
長

【
司
　
会
】
中
村
芳
文
　

総
務
委
員
長

1
　
開
会

2
　
挨
拶
（
会
長
　
清
水

喜
彦
）

・
サ
ッ
カ
ー
天
皇
杯
に
続

い
て
高
校
野
球
も
全
国
制

覇
と
い
う
こ
と
で
、
山
梨

県
が
天
下
を
取
れ
る
時
代
が
や
っ
て
来
て
大
変
喜
ば

し
い
。
県
人
会
と
し
て
も
負
け
ず
に
し
っ
か
り
と

や
っ
て
参
り
た
い
。
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
に
つ
い
て
も
よ

う
や
く
以
前
の
平
常
の
ス
タ
イ
ル
ま
で
戻
り
つ
つ
あ

る
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
県
人
会
活
動
に
若
い
世
代
を

引
き
込
ん
で
い
け
る
よ
う
な
活
動
予
算
に
つ
い
て
こ

の
予
算
会
議
で
し
っ
か
り
と
議
論
し
て
い
き
た
い
。

3
　
議
長
選
出

・
司
会
か
ら
、
会
則
に
予
算
会
議
議
長
の
規
定
は
な

い
の
で
会
長
に
お
願
い
し
た
い
と
提
案
が
あ
り
、
清

水
会
長
を
議
長
に
選
出
。

4
　
議
事
　
議
長
　
清
水
喜
彦

（
1
）
令
和
4
年
度
収
支
決
算
（
案
）
に
つ
い
て

①
令
和
4
年
度
収
支
実
績
報
告
書

②
令
和
4
年
度
貸
借
対
照
表
（
監
査
報
告
書
）

・
事
務
局
か
ら
収
支
実
績
、
貸
借
対
照
表
等
を
説
明

後
、
矢
崎
会
計
か
ら
会
計
報
告
、
長
坂
監
事
代
行
か

ら
監
査
報
告
を
受
け
、
特
に
質
疑
な
く
、
原
案
の
と

お
り
理
事
会
に
提
案
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

（
2
）
令
和
5
年
度
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

①
第
74
回
総
会
・
大
会
収
支
予
算
（
案
）

・
第
74
回
総
会
チ
ラ
シ

・
第
74
回
総
会
次
第
（
案
）

・
第
74
回
総
会
会
員
券
販
売
計
画

②
令
和
5
年
度
収
支
予
算
（
案
）

・
事
務
局
か
ら
第
74
回
総
会
の
収
支
予
算
案
と
こ
れ

に
連
動
す
る
令
和
5
年
度
の
予
算
案
を
説
明
後
、
事

務
局
の
I
T
機
器
更
新
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
予
算
に
つ
い
て
に
賛
成
意
見

が
あ
り
、
他
に
質
疑
な
く
、
原
案
の
と
お
り
理
事
会

に
提
案
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

（
3
）
令
和
4
年
度
会
務
報
告
（
案
）

（
4
）
令
和
5
年
度
基
本
方
針
・
事
業
計
画
（
案
）

・
事
務
局
か
ら
説
明
後
、
特
に
意
見
な
く
原
案
の
と

お
り
理
事
会
に
提
案
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

（
5
）
そ
の
他

①
令
和
5
年
度
（
2
0
2
3
年
度
）
会
議
・
行
事
等

予
定
　
　
　

・
事
務
局
か
ら
今
後
の
年
間
行
事
予
定
の
説
明
を

行
っ
た
。

②
そ
の
他

5
　
閉
会
（
議
事
終
了
、
16
時
57
分
に
閉
会
）

〇
第
1
回
組
織
委
員
会

【
日
　
時
】
令
和
5
年
4
月
19
日
（
水
）
午
後
5
時

〜
午
後
5
時
30
分

【
場
　
所
】
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
　

7
階
　
雲
取

【
出
席
者
】
清
水
喜
彦
委
員
長
、
深
澤
朝
房
副
委
員

長
、
中
込
勝
子
会
長
代
行
、
中
村
芳
文
総
務
委
員
長
、

飯
島
登
美
夫
事
業
委
員

長
、
山
下
昌
彦
広
報
委
員

長
、
佐
野
公
哉
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
委
員
長
、
古
谷
誠

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
委
員

長
（
矢
崎
弘
直
会
計
、
小

佐
野
隆
正
監
事
（
代
理
　

長
坂
恒
久
）
、
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
参
加
）

【
司
　
会
】
深
澤
朝
房
副

委
員
長

1
　
開
会
　
深
澤
朝
房
副

委
員
長
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C
o
o
l
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Y
a
m
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n
a
s
h
i 

東
京
版
　
第
一

弾
企
画
　
根
津
嘉
一
郎
翁
の
巻
　
実
施
の
検
討

（
1
）
概
要
説
明

①
日
程
：
2
0
2
3
年
6
月
22
日
（
木
）
9
時
00
分

〜
17
時
00
分

②
募
集
人
数
：
40
名
程
度
（
大
型
バ
ス
1
台
）

③
料
金
：
7
、
0
0
0
円

（
2
）
催
行
内
容
の
確
認
＝
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ

よ
り
詳
細
説
明
　

①
武
蔵
高
等
学
校
中
学
校

・
根
津
公
一
理
事
長
に
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
学
校

創
立
1
0
0
周
年
D
V
D
を
視
聴
後
校
内
の
見
学

②
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

・
到
着
後
写
真
撮
影
　
撮
影
場
所
は
要
確
認

・
展
望
回
廊
（
第
一
展
望
台
）
の
見
学
後
自
由
行
動

・
第
二
展
望
台
に
入
場
し
た
い
方
は
各
自
で
入
場
料

を
払
っ
て
入
場
し
て
も
ら
う

・
集
合
場
所
に
留
意
（
バ
ス
は
集
合
時
間
30
分
前
か

ら
乗
車
可
能
）

・
キ
ャ
ン
セ
ル
料
は
2
週
間
前
に
発
生
　
最
終
人
数

要
確
認

③
昼
食
会
場
　
本
所
吾
妻
橋 

割
烹
と
ん
ぼ

・
椅
子
テ
ー
ブ
ル
席
の
宴
会
場

・
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
可
能
な
為
申
込
時
に
確
認

④
根
津
美
術
館

・
根
津
公
一
館
長
に
講
堂
に
て
「
根
津
美
術
館
の
歴

史
」
を
ご
説
明
い
た
だ
き
、
そ
の
後
自
由
鑑
賞

・
鑑
賞
後
は
自
由
解
散

・
バ
ス
は
根
津
美
術
館
着
後
帰
っ
て
い
た
だ
く

・
最
寄
り
駅
ま
で
坂
道
の
た
め
、
現
地
解
散
後
の

フ
ォ
ロ
ー
を
検
討

⑤
そ
の
他

・
予
算
の
確
認

・
バ
ス
は
49
人
乗
り
の
大
型
バ
ス
を
手
配
す
る

・
感
染
症
対
策
　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
し
　
バ
ス
内
マ

ス
ク
着
用
協
力
の
呼
び
か
け

（
3
）
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認

・
5
月
17
日
よ
り
募
集
開
始

・
5
月
30
日
山
梨
県
人
会
理
事
会
　
告
知

・
6
月
4
日
山
梨
県
人
会
総
会
　
告
知

・
6
月
15
日
最
終
締
め
切
り
（
先
着
順
の
た
め
早
ま

る
可
能
性
あ
り
）

（
4
）
次
回
以
降
の
企
画

〇
東
京
開
催
企
画
案

・
早
川
徳
次
　
東
京
メ
ト
ロ
研
修
セ
ン
タ
ー
、
地
下

鉄
博
物
館
、
東
武
鉄
道
博
物
館
等

・
内
藤
多
仲
　
東
京
タ
ワ
ー
、
早
稲
田
大
大
熊
講
堂

・
時
期
　
来
年
5
月
若
し
く
は
7
月
前
半

4
　
閉
会
（
17
時
15
分
）

〇
第
1
回
総
務
委
員
会

【
日
　
時
】
令
和
5
年
5
月
17
日
（
水
）
15
時
00
分

〜
16
時
05
分

【
場
　
所
】
東
京
住
友
ク
ラ
ブ
　
会
議
室

【
出
席
者
】
会
長
・
委
員
長
・
委
員
6
名
、
東
京
事

務
所
長
・
県
人
会
担
当
1
名
、
事
務
局
長
、
計
11
名

【
司
会
：
飯
窪
副
委
員
長
】

 

・
開
会
に
先
立
ち
、
新
任
の
瀧
本
勝
彦
東
京
事
務
所

長
か
ら
挨
拶
を
受
け
る
。

1
　
開
会

2
　
挨
拶
（
会
長
　
清
水
喜
彦
）

3
　
議
事
　
議
長
　
中
村
委
員
長

［
報
告
事
項
］

（
1
）
令
和
5
年
度
予

算
会
議
に
つ
い
て

・
事
務
局
長
か
ら
予
算

会
議
の
審
議
経
過
を
報

告
、
了
承
さ
れ
る
。

［
協
議
事
項
］

（
2
）
第
74
回
総
会
準

備
に
つ
い
て

1
　
第
74
回
総
会
準

備
・
検
討
事
項

2
　
第
74
回
総
会
参
加

状
況

3
　
第
74
回
総
会
次
第
（
案
）

・
5
月
17
日
現
在
で
約
2
8
0
名
の
参
加
申
し
込
み

状
況
に
つ
い
て
協
議
し
、
1
卓
6
名
か
ら
7
名
で
47

卓
程
度
の
会
場
配
置
と
す
る
こ
と
を
確
認

・
次
第
案
に
基
づ
き
、
知
事
以
下
の
来
賓
登
壇
者
を

確
定
、
連
合
会
役
員
の
開
閉
会
の
言
葉
、
乾
杯
、
中

締
め
な
ど
の
役
割
分
担
を
確
認

・
山
梨
県
、
サ
ン
ト
リ
ー
、
は
く
ば
く
か
ら
の
記
念

品
、
協
賛
依
頼
商
品
を
確
認

・
開
催
当
日
の
総
務
委
員
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
協

議
し
確
認
を
行
っ
た

（
3
）	

第
1
回
理
事
会
提
出
議
案
に
つ
い
て

・
事
務
局
か
ら
別
紙
「
理
事
会
提
出
議
案
」
に
よ
り

内
容
を
説
明
、
各
議
案
の
提
出
が
承
認
さ
れ
た
。

（
4
）	

そ
の
他

1
　
今
後
の
会
議
・
行
事
予
定

2
　
そ
の
他

3
　
閉
会
（
16
時
05
分
）

〇
令
和
5
年
度
第
1
回
理
事
会

【
日
　
時
】
令
和
5
年
5
月
30
日
（
火
）
午
後
2
時

00
分
〜
3
時
15
分

【
場
　
所
】
上
野
精
養
軒
　

2
階
　
梅
の
間

【
出
席
者
】
役
員
49
名

【
司
　
会
】
飯
窪
光
隆 

総
務
副
委
員
長

1
　
開
会
（
総
務
副
委
員
長  

飯
窪
光
隆
）

2
　
挨
拶
（ 

会
長
　
清
水
喜
彦
）

・
皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
連
合
会
に
新
た
に
都

留
高
校
東
京
同
窓
会
、
吉
田
高
校
首
都
圏
同
窓
会
、

首
都
圏
大
月
市
会
の
3
団
体
に
加
盟
し
て
頂
い
た
。

ま
た
理
事
等
の
役
員
に
も
新
た
に
若
手
の
方
に
就
任

し
て
頂
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
動
き
を
大
切
に
育

て
、
相
互
の
親
睦
を
深
め
な
が
ら
故
郷
山
梨
の
発
展

に
少
し
で
も
寄
与
す
る
と
い
う
県
人
会
活
動
の
目
的

を
達
成
し
て
行
き
た
い
。

・
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
と
と
も
に
各
単
位
団
体
の
活
動

も
再
開
の
動
き
が
活
発
と
な
り
、
多
く
の
団
体
か
ら

総
会
等
に
お
招
き
を
頂
い
て
い
る
。
都
合
が
付
か
な

い
場
合
は
会
長
代
行
と
調
整
し
な
が
ら
可
能
な
限
り

参
加
さ
せ
て
頂
く
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
た
い
。

3
　
挨
拶
（ 

山
梨
県
東
京
事
務
所
長   

瀧
本
勝
彦
）

4
　
新
任
役
員
紹
介

常
任
理
事
　
高
杉
暢
也
様
（
首
都
圏
大
月
市
会
会

長
）

常
任
理
事
　
丸
茂
幸
司
様
（
山
日
新
聞
・
山
梨
放
送

東
京
支
社
長
）
　

5
　
議
事
（
会
則
第
18
条
に
よ
り
、
会
長
が
議
長
に

就
任
）

【
報
告
事
項
】

（
1
）
各
委
員
会
報
告

①
総
務
委
員
会
（
委
員
長
　
中
村
芳
文
）

令
和
4
年
度
第
5
回
・
6
回
総
務
委
員
会

令
和
5
年
度
第
1
回
総
務
委
員
会

②
事
業
委
員
会
（
委
員
長
　
飯
島
登
美
夫
）
令
和
4

年
度
第
5
回
・
6
回
事
業
委
員
会 

令
和
5
年
度
第
1
回
事
業
委
員
会

③
組
織
委
員
会
（
委
員
長
　
清
水
喜
彦
）

令
和
5
年
度
第
1
回
組
織
委
員
会

④
広
報
委
員
会
（
委
員
長
　
山
下
昌
彦
）

令
和
4
年
度
第
4
回
広
報
委
員
会

令
和
5
年
度
第
1
回
広
報
委
員
会

⑤
文
化
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会
（
委
員
長 

佐
野
公
哉
）

令
和
4
年
度
第
2
回
文
化
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会

・
各
委
員
長
か
ら
資
料
に
よ
り
報
告
、
質
疑
等
は
特

に
な
し
。

（
2
）
令
和
5
年
度
予
算
会
議
報
告

・
事
務
局
か
ら
予
算
会
議
議
事
録
に
よ
り
審
議
経
過

を
報
告
、
質
疑
等
は
な
し
。

【
協
議
事
項
】

（
1
）
第
74
回
総
会
開
催
に
つ
い
て

1
　
第
74
回
総
会
収
支
予
算
案

2
　
第
74
回
総
会
参
加
状
況

3
　
第
74
回
総
会
次
第
（
案
）

・
事
務
局
か
ら
資
料
に
よ
り
説
明
、
原
案
の
と
お
り

開
催
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

・
議
長
か
ら
第
1
号
議
案
、
第
2
号
議
案
の
一
括
上

程
の
提
案
が
あ
り
承
認
さ
れ
る
。

（
2
）
第
1
号
議
案
　

令
和
4
年
度
会
務
報
告

（
3
）
第
2
号
議
案
　

令
和
4
年
度
収
支
決
算
報
告

令
和
4
年
度
会
計
監
査
報
告

・
事
務
局
か
ら
会
務
報
告
、
収
支
決
算
報
告
を
説
明

後
、
志
村
監
事
か
ら
監
査
報
告
が
行
わ
れ
、
質
疑
等

は
特
に
な
く
、
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
た
。

・
議
長
か
ら
第
3
号
議
案
、
第
4
号
議
案
の
一
括
上

程
の
提
案
が
あ
り
承
認
さ
れ
る
。

（
4
）
第
3
号
議
案
　

令
和
5
年
度
基
本
方
針
・
事
業
計
画
（
案
）

（
5
）
第
4
号
議
案

令
和
5
年
度
収
支
予
算
（
案
）

・
事
務
局
か
ら
基
本
方
針
・
事
業
計
画
、
収
支
予
算

案
を
説
明
後
、
質
疑
等
は
特
に
な
く
、
原
案
の
と
お

り
承
認
さ
れ
た
。

6
　
そ
の
他

①
令
和
5
年
度
会
議
・
行
事
予
定

②
そ
の
他

7
　
閉
会
（
以
上
で
議
事
は
終
了
し
、
3
時
15
分
に

閉
会
し
た
。
）
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山梨県人会連合会機関誌「富士の国」の購読者拡大にご協力をお願いします 
　現在『富士の国』は山梨県人会連合会の役員の方々と購読会員にお読み頂いております。また、山梨県内
の県庁・市町村をはじめ図書館などの公共機関や公的団体に配布又は購読をして頂いております。広報委員
会では多くの皆様に連合会の動きやふるさと山梨の情報を提供し、興味を持って読んで頂けるよう編集に努
めておりますので、各県人会所属の会員の皆様や山梨ゆかりの皆様に是非ご購読をお勧めください。
お申込み先　山梨県人会連合会　　 年間定期購読料3,000円（送料共）
　　　　　　〒101－0044　千代田区鍛治町1-6-10  山梨中央銀行東京支店３F
　　　　　　電話（０３）３２５６－３０９３ 　ＦＡＸ（03）３２５６－３０１５

令和5年度（2023年）連合会 会議·行事等開催予定　6月23日現在（総務委員会）
月 　 日 曜日 時　間 行事・会議名 会　　場

4月19日 （水） 16:00 予算会議 アルカディア市ヶ谷

5月17日 （水） 15:00 第1回　総務委員会 東京住友クラブ

5月17日 （水） 18:30 青年部総会（ほうとう会） 富国生命本社ビル

5月30日 （火） 14:00 第1回　理事会 上野精養軒

6月  4日 （日） 11:30 第７４回　総会・懇親会 京王プラザホテル

8月  8日 （火） 15:00 第２回　総務委員会 東京住友クラブ

8月26日 （土） 12:00 第30回　女性の会総会 アルカディア市ヶ谷

10月16日 （月） 15:00 第３回　総務委員会 東京住友クラブ

10月31日 （火） 14:00 第２回　理事会 上野精養軒

11月  6日 （月） 18:00 知事と語る会 京王プラザホテル

11月14日 （火） 18:00 山梨県町村会との懇談会 ホテルKKR東京

11月27日 （月） 16:00 第４回　総務委員会 東京住友クラブ

12月20日 （水） 16:00 第３回　理事会 上野精養軒

12月20日 （水） 17:30 単位団体代表者会議 上野精養軒

1月31日 （水） 18:00 新春賀詞交歓会 ホテル雅叙園東京

2月　 　 15:00 第５回　総務委員会 東京住友クラブ

3月　 　 16:00 第６回　総務委員会 東京住友クラブ

編
集
後
記

◇
6
月
4
日
山
梨
県
人
会
連
合
会
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
の
2
類
か
ら
5

類
へ
の
移
行
を
受
け
て
役
員
・
来
賓
も
皆
マ

ス
ク
な
し
で
登
壇
、懇
親
会
も
長
時
間
に
わ

た
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。4
年
ぶ
り
に

コ
ロ
ナ
前
に
戻
っ
た
気
が
し
ま
し
た
。

◇
今
回
の
注
目・甲
州
人
は
女
性
税
理
士
の

パ
イ
オ
ニ
ア
、連
合
会
会
長
代
行
の
中
込
勝

子
さ
ん
で
す
。税
理
士
の
み
な
ら
ず
各
方
面

で
大
活
躍
の
女
史
。常
に
夢
を
追
い
続
け
て

き
た
氏
の
強
い
意
志
と
人
と
の
交
流
を
大

切
に
さ
れ
る
お
人
柄
と
共
に
そ
れ
を
支
え

ら
れ
た
ご
主
人
の
お
話
が
印
象
的
で
し
た
。

◇
山
梨
ト
リ
ビ
ア
は
、「
山
梨
は
時
々
天
下

を
取
る
」と
い
う
テ
ー
マ
。サ
ッ
カ
ー
の
ヴ
ァ

ン
フ
ォ
ー
レ
に
つ
づ
き
、春
の
甲
子
園
も
山

梨
学
院
が
優
勝
し
タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題
で

す
。そ
も
そ
も
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
ね
。甲
州
財
閥
や
文
化
芸
術
な
ど
山

梨
県
人
は
他
方
面
で
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

6
月
4
日
の
奥
山
眞
佐
子
さ
ん
の「
樋
口
一

葉
」は
感
動
的
で
し
た
。

◇
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
す
る
若
者
た
ち
は
塩
島

諒
輔
氏
。考
え
た
こ
と
を
手
軽
に
実
現
す

る
装
置
、い
ら
な
い
も
の
で
役
立
つ
も
の
を

つ
く
る
仕
組
み
は
、こ
れ
か
ら
の
時
代
に

ピ
ッ
タ
リ
合
致
し
て
い
ま
す
。

◇「
日
本
ワ
イ
ナ
リ
ー
ア
ワ
ー
ド
2
0
2
3
」

で
最
高
賞
を
獲
得
し
た
16
社
中
8
社
が
山

梨
だ
っ
た
こ
と
は
快
挙
で
し
た
。世
界
に
注

目
さ
れ
る
日
本
ワ
イ
ン
の
中
で
も
山
梨
が
そ

の
最
高
峰
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
く
れ
ま

し
た
。

（
山
下
）
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